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43， p.102 (1977) 

15) 上原 等・都崎芳久:香川県におけるレタス萎黄病の新発生，四国植防，

7， p.31 -34 (1972) 

16) 上原 等・都崎芳久:レタス萎黄病の新発生について，今月の農薬， 16 

(5)， p.46 -48 (1972) 

17) 上原 等・都崎芳久:レタス萎黄病の媒介見虫(講要)，日植病報 39，

p.215 (1973) 

18) 上原 等・都崎芳久:ヒメブタテンヨコパイの生態と防除 (2)レタス萎黄

病と媒介，今月の農薬， 17 (8)， p.29 -31 (1973) 

(鱗麹目)

16. ハイマダラノメイガ

ハイマダ、ラノメイガOeb旬 undalis F ABRICIUSは，ダイコン，ハクサイなどア

ブラナ科野菜の害虫として古くからの著名種で 7，10，15， 29) 一般にはダイコン

シンクイムシとして知られている。本種は，その名が示すように，特にダイコン

で発生加害が激しく.発芽聞もない幼植物の生長点心葉を幼虫が食害する。かつ

ては.ダイコンの作柄を支配するほどの大害虫であった 1，29)が，大戦後は，優

れた効果のある各種有機合成殺虫剤が登場し，比較的容易に薬剤防除ができるよ

うになった 17，25，22作付け当初の薬剤散布が普及し，発生は依然として多いに

もかかわらず.被害が潜在化するようになり，それほど重要視されなくなってい

る。

本種に関する調査研究は，戦前に主として行われ.発生生態と防除その他につ

1，7， 10， 13~15 ， 19， 21， 29) いて，かなり多数の報告がある ，-， --， -- --， --， 。しかしながら，近年は，

防除の研究 2，5， 6， 8， 9， 18， 22， 23， 25~紛が主に行われ，発生生態の研究は少な

11' 3， 4， 11)ハ、 ，

発生生態については.園場の観察調査，並びに飼育調査によって，季節的発生

消長，経過習性，加害生態などの概略が明らかにされている 3，4， 5， 11， 14， 15， 20， 

21ベしかし，実験的な生態解析研究はほとんど行われておらず，生活史をはじ

め生態，被害の各般については十分に明らかになっているとはいえない。一般

-32 



に.秋に発生が多く，特に晴天乾燥のときに多発するととが知られている。成虫

は好んで幼植物に産卵し，したがって栽培初期に被害が大きい。防除については，

陸稲などの間作が防除法として有効であることが早くに知られている 1，5， 6)。薬

剤防除法とその効果については. 1950年代までの研究報告が多く，最近は若干

の報告 24，26~28) がみられるにすぎない。

なお，本種の幼虫の形態については，分類学的研究 12)がある。

文 献

1) 赤堀呑苗:異常天候に因る害虫大発生左大根の混作栽培，農及園. 18， 

p.75-78(1943) 

2) 円城寺定男:秋そさいの病害虫防除，植物防疫， 8， p. 348 -357 (1954) 

3)福岡仁郎:灰斑野螺蛾の研究，関学雑， 18， p. 15 -20 (1949) 

4) 堀切正俊・小芦健良:鹿児島県におけるキャベツの病害虫について 第 2

報 害虫の種類と発生消長.九病虫研会報.19， p. 105 -108 (1973) 

5) 井伊正弘:菜類の大害虫ダイコンシンクイムシとその防ぎ方，新混虫 1， 

p. 224 -225 (1948) 

6) 井伊正弘・中田正彦・生熊典省:大根の陸稲間作と大根心食虫の発生被害

に就いて(講要).応用昆虫.5，p.99-100(1949)

7)石井 悌 競 菜 の重要害虫 (2)，農及園. 13， p. 1449 -1454 (1938) 

8)伊藤佳信・永沢 実:大根菜類の害虫に対するホリドールの効果，応用見

虫. 9， p. 35 -37 (1953) 

9)伊藤佳信秋読菜害虫の薬剤防除，植物防疫. 10， p. 433-435(1956) 

10)桑山 覚:農園芸害虫としての日本産ノメイカ、亜科に就きて.北海道農試

報. 25， p. 141-181(1930) 

11) 三浦 正・重田正樹:山陰地方における圃場の昆虫群集の研究 2 ダイコ

ン畑における昆虫群集，島根農大研報. 15， A-l， p. 52 -57 (1967) 

12) 六浦 晃:ノメイガ亜科の幼虫の形態，浪大紀，農・生物. 2， p. 25-

34 (1952) 

13) 中台昭之助:千葉県に於ける小蕪菩・白菜.大根の頗虫防除，昆虫 8，

n
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p. 62 -63 (1934) 

14) 中台昭之助:白菜・大根のハイマダラノメイガに就て (1~2). 病虫雑，

30， p. 34 -39， 85 -87 (1943) 

15)馴松市郎兵衛:大根心喰虫(灰斑野頗蛾Oebia包吋αlisFABRICIUS )の生

態並に防除法(予報).東京農試特報.1. p.104-115 (1938) 

16)馴松市郎兵衛:大根.菜類の害虫と防除，農及園. 26， p. 186 -190 

(1951) 

17)馴松市郎兵衛:ダイコンシンタイムシの防ぎ方，植物防疫. 17， p. 30 

(1963) 

18)椎名不二男・上浜竜雄:大根，白菜の害虫に対する DDTの効果 (1-2)， 

農及閤. 23， p.452 -454， 531-533 (1948) 

19) 菅沼順平:大根の心喰虫誘蛾に就て，農及園. 7. p. 1361 -1363 (1932) 

20) 高橋雄一:ダイコンのシンムシに就て，三重農試乗. 126， p. 11 -13 

(1937) 

21)高橋雄一:ハイマダラノメイガの探索，農及園. 18， p. 857 860 

(1943) 

22) 田村市太郎:ハイマダラノメイヵーに対する DDT及びBHC水和剤の撒布

試験，農及園. 25， p. 537 -538 (1950) 

23) 田中 正:日光戦場ヶ原産のダイコンと病害虫.植物防疫. 15， p.54 

58 (1961) 

24)坪井昭正:野菜の害虫 ハイマダラノガ，今月の農楽， 22(4)，p.316-

318 (1978) 

25) 筒井喜代治:秋疏菜の害虫と最近の防除薬剤，農及園. 33， p. 1379ー

1383 (1958) 

26)筒井喜代治・佐藤昭夫・田中 清・小野木静夫水田導入そさい類の害虫

に対する浸透性殺虫剤の殺虫効果と適用法について，東海近畿農試速報.

5， p. 1 -23 (1968) 

27)筒井喜代治・佐藤昭夫.田中 清.小野木静夫:水田導入そさい類の害虫

に対する浸透性殺虫剤の殺虫効果と適用法に関する研究，東海近畿農試研

報. 20， p. 217 -253 (1970) 
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28) 芳岡昭夫・上住 泰:奈良県における水田導入野菜類の病害虫と防除，植

物防疫. 23， p. 275ー 279(1969) 

29) 渡辺恒男:菜・大根の螺虫へルラウンダリスの駆除法，農及園， 2， p. 

987 -992 (1927) 

17. シロオビノメイガ

シロオビノメイヵーHymeη切 γec叫仰品1is FABRICIUSは，ホウレンソウの重要害

虫であり，またテンサイの害虫としても著名種である。ホウレンソウの害虫とし

ての記載はかなり古い 5バ， 11)が，研究報告は比較的に少ない。本種の発生生態

2) 
については，テンサイ害虫としての包括的研究があり ，形態，経過習性，天敵，

食性などが調査されている。発育と日長.温度との関係について詳しく研究され

たのは最近のことで 10) その結果から休眠世代のないことが知られ，年間の発生

世代数が推定されている。しかし.越冬の実態については十分には明らかでなく，

生活環の解明は今後の課題となっている O 季節的発生消長，被害実態などについ

ては.ホウレンソウ 1) テンサイ 3，4，7，9，12)での調査研究がある。ホウレンソ

ウにおいては，春播栽培では発生がみられず，秋播栽培に発生が多い 1)。

防除法についての研究報告は見当たらない。

文 献

1)阿部恭洋:ホウレンソウを加害する害虫の発生実態について，九病虫研会

報. 21， p. 4 -6 (1975) 

2)江口 貢:甜菜害虫シロオピノメイカ1こ関する研究.朝鮮総督府勧業模範

場実報. 2， p. 1 -23 (1926) 

3)橋本 保・五十嵐良造・伊藤春男・関沢博:サトウダイコン病害虫の種

類と発生消長，北日本病虫研報. 13， p. 24 -26 (1962) 

4) 糸賀繁人・馬場口勝男・堀切正俊:鹿児島県における甜菜害虫の種類につ

いて(予報)，九病虫研会報. 6， p. 35 -36 (1960) 

5) 桑山 覚:甜菜の病害虫と其の防除法，北海道農試案. 36， p. 1ー 138
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q
d
 



(1925) 

6)桑山 覚:農園芸害虫としての日本産ノメイガ亜科に就きて，北海道農試

報， 25， p. 141 -181 (1930) 

7) 松本 蕃・黒沢強:本邦におけるテンサン害虫の分布と害相，北日本病

虫研報， 13， p. 26 -27 (1962) 

8) 六浦 晃;ノメイガ亜科の幼虫の形態，浪大紀，農・生物， 2， p. 25 -

34 (1952) 

9) 大森秀雄・大矢剛毅:岩手県におけるテンサイ害虫の種類と加害について，

北日本病虫研報， 13， p. 28 (1962) 

10) 山田偉雄・腰原達雄:シロオピノメイガの発育，応動昆， 20， p. 213一

214 (1976) 

11) 矢後正俊:昭和13年に静岡県に発生した珍しい害虫，病虫雑， 26， p.15 

28 (1939) 

12) 吉村清一郎:九州におけるてん菜害虫とその発生生態.九州農研， 23， p. 

93 -96 (1961) 

18. フキノメイガ、

フキノメイガは，かつて，アワノメイガと同一種とされていたが，幼虫，成虫

15， 25) 
の形態学的 ， _.， -~， 及ぴ生態学的 な分類研究によって.それぞれ別種

に分けられた。その後， MUTUURA， A. and E. MUNROE(1970) (Mem. Ent .SOC. 

Canada 71 1 ~ 112)は世界に分布する Ostγ1，n1，a属メイガを20種25亜種に分

類し.日本には 8種目亜種が分布するとした。更にこの分類に従い，従来我が国

でフキノメイガとされていた種の形態及び食草について調べられ， 3種のフキノ

メイヵーOstγiniαscα.p1J，lαlis(アズキ，インゲン，アメリカセンダングサなどに

寄生)， O. zag也lia仰 i(フキなどに寄生 )，0.zeal付(ダリア，ゴボウなどに

寄生)の混在するととが確認された 21，26)。現在.とれら 3種(Murn:取A，A. 

and E. MUNROEIこよれば3種 7亜種〕をフキノメイカ類と呼ぶのが妥当と考えら

れるが.それぞれの種，亜種についての生態は未だ、別個には調査されていない。

したがって，既往のフキノメイカ。に関する生態.被害の研究は.すべて単一種と

au 
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して取り扱われたものである。
1. 15_ 21. 25~27) 

フキノメイガの食草についての記載は多く ， ~V ， ~d ， ペ イネ科以外のフ

キ，アズキ.ササゲ，ホップ.ナス，ピーマン，キク，ダリアなどに寄生加害し，

極めて雑食性である 15，26)。幼虫が茎，さや，果実内などに潜入し加害する。シ

ョウガを加害するメイガはフキノメイガとして記載されていた時期があるが.そ

の後の研究によってアワノメイガとされた(別項アワノメイガを参照)。

各態の発育所要期聞は， 25 "c条件下で卵期，幼虫期，踊期それぞれ 4.6，25.9. 

8.4日で，発育零点はそれぞれ 9.3. 9. 4. 10. 5 oc.有効積算温度はそれぞれ75，

371， 128日度であり. 14時間を下回る日長条件下では幼虫が休眠するなど，多

くの点でアワノメイガと類似している 16)。年開発生回数は，北海道，東北など寒

冷地では年 1回， 15) 関東以西では 2~3 回， 8， 29) 九州(福岡)で4回1. 8. 29) 

20， 28)である。

各種作物における成虫，幼虫の発生消長，被害状況並びに薬剤による防除につ

いての研究は，フキの害虫としての生態 2，4，8， 23) 防除 3，23) アズキにおける

i?t-IO. 10， 11， 13， 29) 生態 ノ，防除 ， --， --，コボウにおける生態， --，防除'

) ホップにおける生態， 9) ナスにおける生態'ぺ大麻における防除
.. _ •• ~~. 7 _ 8) 

6) ピーマンにおける生態・防除 22) 落花生，インゲンにおける生態 24，28)な

どの研究がある。薬剤による防除は，ふ化した幼虫が芽や茎に食入する時期をね

らうことが必要で、あるとされている。

文 献

1)阿久津喜作:フキノメイガの生態と防除，今月の農薬. 14 (7)， p. 42一

43 (1970) 

2) 浅山 哲・尾崎典光 3種害虫によるフキの被害調査，応動昆. 13， p. 

207 -209 (1969) 

3) 石上孔ー・勝峯正允:フキを加害するアワノメイガとウスカワマイマイの

防除について，関西病虫研報， 1， p. 130 -131 (1958) 

4) 嘉藤省吾・山中 浩:富山県におけるフキの害虫類について，北陸病虫研

報. 22， p. 96 -98 (1974) 
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5) 河辺信雄・斎藤茂行:フキノメイガ若令幼虫によるホップ盤花の被害につ

いて.北日本病虫研報. 25. p. 75 (1974) 

6) 熊沢隆義:パラチオン剤による大麻害虫，アワノメイガの防徐について，

植物防疫. 7， p. 453 -455(1953) 

7) 真下洋二:ナスを加害するフキノメイガの発生生態について，関東病虫研

報. 19， p. 111 (1972) 

8) 真下洋二:フキノメイガの発生生態と薬剤防除，関東病虫研報. 20， p. 

125 (1973) 

9) 松本 蕃・黒沢強:ホップのアワノメイガについて，北日本病虫研報，

9， p. 93 -94 (1953) 

10) 松本 蕃・島崎忠雄:小豆害虫としてのアワノメイガ，植物防疫. 11， 

p. 282-284 (1957) 

11) 松本蕃・黒沢強・竹内節二:フキノメイヵi'Mic叩 ctis叩門α1isによ

るアズキの被害とその防除，北日本病虫研報， 11， p. 78 -89 (1960) 

12) 松本 蕃:フキノメイガ (Micractis叩 γ印 1is )の越冬後発育に及ぼす温

度の影響.北日本病虫研報. 12， p. 80 -81 (1961) 

13) 松本 蕃・黒沢強・今林俊一:アズキにおけるフキノメイガの薬剤防除

試験.北日本病虫研報. 12， p. 155 -156 (1961) 

14) 松本 蕃:アワノメイガ.フキノメイガの防ぎ方，植物防疫， 17， p. 194 

(1963) 

15) 松本 蕃・黒沢 強:日本におけるアワノメイガ及びフキノメイガの寄主

植物，北海道農試案， 82， p. 81 -85 (1963) 

16) 松本蕃・黒沢強.竹内節二:フキノメイガOstr初旬叩パαlis

B阻 MERの生態に関する研究 第 2報 フキノメイガの生活史. とくにア

ワノメイガとの比較.北海道農試案. 86， p. 44 -56 (1965) 

17)六浦 晃:ノメイガ亜科の幼虫の形態，浪大紀.農・生物. 2， p. 25 -

34 (1952) 

18) Mu唄則RA，A. Classification of Japanese Pyγαustαgroup based on 

the structure of male and female geni talia， Bull. .MαniwαUni世，

B. 4， p. 7-33 (1954) 
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19) 中村武・柿原利行・酒井久夫・村田 全:フキノメイガ Ostriniα叩パ

αlis B阻 MERの生態と防除に関する研究(予報).九病虫研会報. 14， 

p. 4 -6 (1968) 

20) 中村 武・柿原利行・酒井久夫:ゴボウを加害するフキノメイガOstpiniα

ωパαlisBREMERの生態および防除に関する研究(第 1報)， 九病虫研

会報， 16， p. 45 -48 (1970) 

21) 中須賀孝正:アワノメイガおよびその同属種とそれらの寄主植物，九病虫

研会報. 22， p. 130 -133 (1976) 

22) 中沢啓一・木村義典・細田昭男:ピーマンを加害する鱗麹目害虫の生態と

防除，広島農試報. 30， p. 53 -76 (1971) 

23) 中沢雅典・加藤喜重郎・鈴木 隆:ホリドールによるフキの害虫アワノメ

イガの被害と予防，農及園. 28， p. 309 -310 (1953) 

24) 斎藤 満・渡辺庫之助:落花生及びインゲンの生育とフキノメイガの被害

について，北日本病虫研報， 23， p. 157 (1972) 

25) 竹内節二:玉萄黍と豆類に寄生するアワノメイガの形態的並びに生態比較

検討，北海道農試業， 74， p. 80 -86 (1959) 

26) 竹内節二:アワノメイガとその近縁種の寄生植物および分類上の知見，植

物防疫， 31， p.242-246 (1977) 

27)竹内節二:野菜の害虫フキノメイガ・アワノメイガ，今月の農薬， 22(4)， 

p. 324 -328 (1978) 

28)立石 畠・行徳直巳:福岡県におけるフキノメイガOstr印旬開パalis

B回 MERの発生消長.九病虫研会報. 13， p. 78 -80 (1967) 

29) 山口福男・牧 良忠:アズキ害虫アワノメイガとその防除について，中国

農研. 16， p. 52 -54 (1959) 

19. アワノメイガ、

アワノメイガOstパMα fur叩 calis GUENCEは. 我が国を含めて広く世界に分

布するトウモロコシの重要害虫として知られている 1，22，幼。

アワノメイガは.かつて.単一種と見なされ， トウモロコシをはじめ各種畑作
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物，野菜の害虫として重要視されてきた 22)が，雄成虫の中脚の腔節が細く滑ら

かな足ぼそ型と大きく肥大した足ぶと型の 2型が存在することが明らかとなが7)

寄主植物と寄主選択などの生態的研究幻， 37)によって，それぞれは別種で.前者

はアワノメイガ，後者はフキノメイガとされるようになった。すなわち，アワノ

メイガはイネ科積物のみを，フキノメイガはそれ以外の植物に寄生加害するとさ

れた 27)。 ショウガを加害するメイガはフキノメイガ 5，めとみなされるととが

一時あったが，アワノメイヵーであることが判明した 7，8， 9)。

アワノメイガの発生生態及び防除については.古くに包括的な研究がある 22)

ほか，数多くの研究がある。それによると， 25 "c条件下で卵期.幼虫期.踊期の

発育期間はそれぞれ 4.1. 23.5. 7. 2日で，卵から成虫羽化までをおよそ35日間

で経過する。各態の発育零点はそれぞれ13.0.11.2， 12.6"C，有効積算温度はそれぞ

れ50，365，91日度で2め. 12 ~ 14時間以下の日長条件下で幼虫は休眠する 25)。

22， 33) 
北海道では年 1回 ，東北では 2回 ，関東以西では 2~3 回

， 28) 
中国，九州で 4~5 回 の発生を繰り返し，老熟幼虫が寄生作物の茎に潜っ

て越冬するが.ショウガの茎では越冬しないという 3，9)。

被害の発生は多く.その被害が問題となる作物は. トウモロコシ.ショウガな

どである。 トウモロコシでは.本種は最も重要な害虫で，一般に幼虫が雄穂，雌

花に食入すると，その上部は折れ，雌花へ食入するものは，軸や種実を食害する。

ショウガにおいても最も重要な害虫となっており，幼虫が茎に食入すると，茎棄

が枯死する 6，8， 9)。

トウモロコシ寄生のアワノメイガについては.生態 1，22，23，25，26) 発生予察

2) 産卵・幼虫寄生部位杭玖被害査定玖被害解析 11)tt.どの研究があり.

天敵として寄生蜂 12，13， 22) その他天敵類 22)の記載がある。防除については，

雄穂切除による被害防止 24) 薬剤防除法 1，3，4， 16~21 ， 24， 35， 36， 40)に関するも

のがあり，報告は多い。ショウガにおいては，生態 5，6， 8， 9， 30)及び薬剤防除 6，

9， 41)青色鐙光灯，寒冷しゃ被覆による被害回避のなどについて報告され

ている。

生理的研究として，人工飼料による飼育10，14)及び化学薬品による休眠覚醒の

実験報告がある15)。

-40ー



文献

1)遠藤和衛:j麓菜の害虫(第13講).北農. 20， p. 289 -295 (1953) 

2) 萩谷俊一・市原伊助:アワノメイガ第 1回成虫の羽化時期と 4月の平均気

温との関係，関東病虫研報. 22， p， 99 (1976) 

3) 星野三男・片山栄助:トウモロコシのアワノメイガに対する微粒剤Fの効

果.関東病虫研報. 21， p. 95 (1974) 

4) 星野三男・片山栄助:トウモロコシのアワノメイガに対するカルホス乳剤

の効果，関東病虫研報. 22， p. 104 (1975) 

5) 市原伊助:ショウガを加害するフキノメイガの発生消長，関東病虫研報.

16， p. 113 -114 (1969) 

6) 市原伊助:ショウガフキノメイガの生態と防除について，今月の農薬.13 

(10)， p. 58 -60 (1969) 

7)市原伊助:ショウガのアワノメイガの防除，関東病虫研報. 19， p. 112 

(1972) 

8) 市原伊助:ショウガにおけるアワノメイガの発生消長と薬剤防除法，千葉

農試研報. 16， p. 59 -67 (1975) 

9) 池内辰雄・草川顕一・黒原春男・田村五郎・村上次男・井上 孝・中筋房

夫:ショウガを加害するアワノメイガOstriniamめilalisの発生生態と

その防除法，四国植防. 8， p. 43 -50 (1973) 

10) 石井象二郎:人工飼料による食植性昆虫の飼育，植物防疫， 10， p.149 

152(1956) 

11)石谷福信:華北に於けるアワノメイガに関する研究(第 1報)粟の生育と

収量に及ぼす影響.応用昆虫. 5， p. 17 -20 (1949) 

12)弥富喜三粟野螺蛾卵寄生蜂の寄生相に関する量的研究，動雑 50，p. 

393 -406(1939) 

13) 弥富喜三:寄生虫と寄生率との数量的関係(第 2報)，応動， 12， p.116ー

120 (1940) 

14)釜野静也・井上 平:アワノメイガ，イネヨトウ及びスジキリヨトウの人

工飼育について，応用見虫. 10. p. 209 -210 (1955) 

-41一



15)金子 武:油の分散剤 Ernasolによるアワノメイガ・ニカメイチュウ及び

イネヨトウの休眠覚醒について，応動， 19， p. 47 -48 (1954) 

16) 川田惣平:採種用トウモロコシのアワノメイガに対するガンマ粒剤の防除

効果，関東病虫研報， 13， p. 96 (1966) 

17)小林尚.斎藤修:とうもろこしのアワノメイが防除法第 1報 第1

世代の被害防除のための基礎的研究.北日本病虫研報. 23， p. 11 -14 

(1972) 

18) 小林 尚・斎藤修:とうもろこしのアワノメイガ防除法第2報第1

2世代に対する微粒剤の防除効果.北日本病虫研報. 25， p. 67 (1974) 

19)是石 牽・野垣一之:キリウジ及び粟のメイガに対する農薬の効果.九州

農研. 11， p. 51 -52 (1953) 

20)呉羽好三:粒剤によるトウモロコシのアワノメイガの簡易防除.今月の農

薬. 11(6)， p. 55 -57 (1967) 

21)呉羽好三・田川憲夫:NAC粒剤によるトウモロコシアワノメイガの簡易

防除法，関東病虫研報. 14， p. 103 (1967) 

22)桑山 覚:アハノメイガに関する研究，北海道農試報， 25， p. 1 -140 

(1930) 

23)桑山 覚:農園芸害虫としての日本産ノメイガ亜科に就きて，北海道農試

報. 25， p. 141 -181 (1930) 

24)桑山 覚・岩田健一:アワノメイガ防除としての玉萄黍雄穂の早期切除に

ついて(予報).応用昆虫. 4， p. 25 -32 (1942) 

25) 松本 蕃:アワノメイカ。の発育に及ぼす日長時間の影響，北日本病虫研報，

9， p. 92 (1953) 

26) 松本 蕃・島崎忠雄:アワノメイガPyr，側 stα捌 bilαlisHUBNERIの発育に

ついて(予報)，北海道農試案， 72， p. 22 -27 (1959) 

27)松本 蕃・黒沢 強:日本におけるアワノメイガおよびフキノメイガの寄

主植物，北海道農試案. 82， p.81 -85 (1963) 

28)六浦 晃:ノメイガ亜科の幼虫の形態，浪大紀，農・生物.2，p.25-

34 (1952) 

29) MUTI氾RA，A. Classification of Japanese Py1・austαgroupbased on 

-42 



the structure of male and female geni talia， Bull. Naniwα.Un仰.， 

B. 4， p. 7 -33 (1954) 

30)永野道昭・樋口泰三・中須賀孝正:ショウガの害虫類とその生態，九病虫

研会報， 13， p. 68 -69 (1967) 

31)中須賀孝正:アワノメイガおよびその同属種とそれらの寄主植物，九病虫

研会報， 22， p. 130 -133 (1976) 

32) 岡本大二郎:虫害査定に関するー資料，農及園. 26， p. 324 -330(1951) 

33) 奥 俊夫・斎藤修:とうもろこしのアワノメイガ第一世代産卵部位および

幼虫寄生部位の変化，北日本病虫研報. 23， p. 156 -157 (1972) 

34) 斎藤 修・奥俊夫:アワノメイガ幼虫の生長におよぼすトウモロコシの

生育の影響 第 1報 トウモロコシの生育にともなう幼虫の摂食部位の変

化，東北農試研報. 52， p. 115 -121 (1976) 

35) 関口計主・木村 裕:トウモロコシのアワノメイガ防除について，関東病

虫研報. 11， p. 72一73(1964) 

36) 島田 茂・阿部善三郎:トウモロコシのアワノメイカマこ対する薬剤効果，

関東病虫研報， 22， p. 103 (1975) 

37) 竹内節二:玉局黍と豆類に寄生サるアワノメイガの形態的並びに生態比較

検討，北海道農試案. 74， p. 80 -86 (1959) 

38) 竹内節二:アワノメイガとその近縁種の寄主植物及び、分類上の知見，植物

防疫. 31， p. 24 -28 (1977) 

39)竹内節二:野菜の害虫フキノメイガアワノメイガ，今月の農薬. 22(4)， 

p. 324 -328 (1978) 

40) 谷中清八・熊沢隆義・尾田啓一:トウモロコシのアワノメイガ防除時期，

関東病虫研報. 11， p.74 (1964) 

41)八木克祐・新井文夫・中里筆二:スプリンクラー利用によるショウガの病

虫害防除，関東病虫研報. 21， p. 121 -122 (1974) 
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シュンギク，キャベツ，コマツナなどの野菜の茎葉を食害する雑食性の害虫であ

る。カブラヤカ。Ag叩 tisfucosα幼虫のように，老熟幼虫は，土壌中にひそみ，地

際部を加害する。本種は発生量が少ないことから一般にはあまり問題となること

がないが，ホウレンソウ，キョウナ，キャベツなどの幼植物の根際，葉柄を食害

され，時として大きい被害を生ずることがある 1，3)。

本種については.従来二，三の断片的な研究があるにとどまっており，知見は

=.，~ 2)...，. ......，-.um-mh  _ "TT/:Ð~=''''~ 3) 
乏しい。成虫形態による分類学的記載 及び概略の形態記載ノが行われ，経過習

1， 3) 
性，被害状況などについて報告されている 。それによると各態の発育期間

は， 25'C条件下で，卵 3 日.幼虫17~23日，踊14日，で卵から成虫羽化までおよ

そ 5週間で完了するO 幼虫は 6齢を経過する。年開発生回数は，東京で年 4回，

近畿地方で、 4~5 固と推定され，春から世代を重ねて秋に多発するようになるこ

とがわかっている。日周期による休眠はみられないようで，老熟幼虫が越冬する

と推定されている。
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ワタヘリグロノメイガMαγgaγoniα 印dicαSAUNDERは，別名ウリノメイガと
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も呼ばれ，幼虫がウリ類の葉を綴り合わせて食害する。アオイ，フヨウなどアオ

イ科の花木の葉も加害するという。しかし，研究報告は少なく 2，5) その生態は

不明な点が多い。ウスベニノメイヵーEvergestisexti例αlisSCOPOLは， ダイコ

ン.キャベツ.ナタネなどアブラナ科野菜の害虫で，幼虫が葉を食するとともに.

好んど若い種子を食害するといわれる 1~4)。 クロモンキノメイカ;，Udeα tes-

tαce品 BUTLE況は，キモンノメイカずともいわれ 2) キャベツ.ダイコン， レタス，

キクなどを加害する。本種については，最近研究が行われ.年間 5~6 世代の発

生を繰り返すと推定されるなど生態が明らかになった 7)。

ナノメイガUdeαtoγ'j1:calisLINNE'は， ダイコン.カフ¥キャベツなどアブ

ラナ科野菜の害虫として知られ.幼虫が葉を食害する。年 2回の発生といわれて

いるが.生態については不明な点が多い 2)。ウドノメイガPyr，側 stαvici叩 lis

SOUTH は，ウド及びニンジンの害虫として知られ，年 2~3 回の発生といわれる

が，生態については不明な点が多い 2，6)。ベニフキノメイヵーPyrl側 S印 phoenic

elis HUDN皿は，シソの害虫で 2)で，夏季以降にアオジソを加害しているのを

よくみかけるが，その生態についての報告はほとんどみあたらない。

上記以外で野菜害虫としての記載がみられるノメイカ守科の種には，ワタノメイ

ガSyl叩 tadeγogαtαFABRICIUS (オクラ，フヨウ，アオギリなどを加害). ナ

スノメイガ、Leuc仰 odes川伽lisGUENEE(ナスを加害).クロミスジノメガ

Lamprosema similis M∞'R(フダンソウを加害).ヨツボシノメイガCγoci

dolomi品 b向otalisZEL回 R (ワサビダイコンを加害). クロフタノメイガ

Pyraus ta moderatal i s CHRJSTOPH (フキを加害)などがある 2)。いずれも，未

だ知見に乏しい。
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35)立川哲三郎:ジャガイモガトピコパチの学名と和名，植物防疫， 28， p. 

489 -490 (1974) 

36)高良鉄夫・東 清二:沖縄における侵入害虫，植物防疫， 25， p. 449 -

452 (1971) 

23. ネギコガ

ネギコカ。Acγolepiopsissappo何ns~s MATSUMURAは. 古くからのネギの害虫

として知られている 6，7，10)。幼虫が葉肉中(ふ化直後)や葉の内側に潜入して

食害する。このため特にハネギでは，わずかの食害によっても品質を落とすので
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重要害虫となっている。近年は，ニラの産地でも発生が多く，被害が問題となっ

ている。本種についての研究は，従来あまり多くない。その多くは，近年のもの

である 1~5 ， 7~9)。発生生態については.経過習性，季節的発生消長などが調査

され 2，3， 4， 8， 9) また発育と混度との関係が実験的に解析されて，との結果から

年開発生世代数が推定され，生活史の大要が明らかになっている。その他.加害

生態についてニラで調査が行われ，食性などについての知見も得られているの。

防除法については，有効な防除剤.適用方法などについて若干の試験研究がある

の。本種の生態.被害並びに防除法については，最近報文となっており，その大

要を知るには役に立てることができるの。
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24. コナガ

コナガPl包tellaxylostellα(L. )は， アブラナ科の野菜を加害する世界的な

害虫として知られ (HARDY，1938 Bull. Ent. Res.， 29 343 - 372入欧米

諸国では古くから多くの研究報告がなされている。一方，我が国においては，そ

の記載は古い 63)が.害虫として重要視されるに至ったのは，近年のことであり，

その研究歴も浅い。本種の生態及び防除法に関する研究は，近年，活発に行われ
lq 25 28 32~ 41 43~ 50~52_ 61. 64 

ており，発生生態については既にかなりの報告円 ω ，山， u"， -.:...， τ ， 

65，68，71，73，79)がある O コナガの発生密度が増大し，重要害虫化したのは.

1960年代に入つてのことで， この間の推移は誘が灯の年間成虫誘殺総数が 1946年

から1962年にかけて等比級数的に増加していることに如実に示されている 79)。

本種が重要害虫化したのは，アブラナ科野菜，特にキャベツの栽培規模の拡大や

品質改良・栽培技術の向上によって.栽培が周年的に行われるようになったこと

によるととろが大きいものと考えられているお， 73)。寄主植物はアブラナ科植物

に限られ 73) キャベツ， カリフラワー， ダイコン.ハクサイ，カブなどの野菜

のほか，ストック，ハボタンなどの葉を幼虫が加害する。キャベツを中心に野菜

で発生加害が多いが，ストックでも多い 52)。スカシタゴボウ，イヌガラシ.ナ

ズナなどの雑草にも寄生する。季節的発生消長については，各地で調査が行われ

73) 
ており，これらの結果を要約する と関東・東海以西の暖地では，春から初夏

にかけて最も密度が高く，夏季には激減，秋・冬季にやや密度を高めるのが一般

的な発生消長である。秋・冬季には年次，地域によっては著しく高密度となるこ

ともある。一方，北海道，東北.北陸などの寒冷地では，夏季に高密度となるの

が一般的である。暖地の平坦地における夏季の顕著な密度低下の原因については，

幼虫の生存率，成虫の産卵数に及ぼす高温の悪影響が要因として考えられている

3， 70， 72)が.実態は十分解明されていない 73)。

発育と温度との関係については，既に多くの研究報告 18，25， 36， 43， 69， 70)があ

る。これらを要約すると，卵期は 3日(25'c条件下で)~ 7日(15'C).幼虫期

聞は 9(25'C ) ~20日(15 'C )，嫡期聞は 5(25'C ) ~12日( 15'C )である。暖

地の春から初夏には 1 世代を20~25日で経過する。卵から成虫羽化までの発育

nu 
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零点限界温度は，産地により多少の差異がみられるが. 7 ~10oC であり，発育有

効積算温度によって年間の発生世代数を推定すると，暖地では年間10~12世代を，

寒冷地では 5~9 世代を繰り返しているものと考えられている。なお.発育の雌

， 70) 
雄差についての報告 もある。本種は休眠しない (A刊住.L， 1955 : Aust. J. 

2001.， 3 ; 185ー 221)。暖地では，各虫態で越冬し，緩やかに発育を続ける。

しかし東北，北海道などの北日本寒冷地においては，最近，福島，宮城両県の一

部で幼虫の越冬が確認されているが 73) なお越冬の実態には不明なところが多

い。本種は，欧米で長距離移動害虫として知られている(FR町 田 andWHITE， 

1960 : Plant Pathol.， 9 77 -84 )が，我が国における実態は明らかでない。

成虫の長距離移動の有無は，越冬とともに.東北，北海道など寒冷地での発生源

とからんで興味ある問題である。

本種の天敵類については，現在，寄生性天敵 6種 33) 病原ウイルス 1種 9)が

明らかにされている。しかしながら，これら天敵類の働きが個体群密度の変動に

及ぼす影響については調べられていない。天敵類は，生物的死亡要因として大き

な役割を果しており，今後の重要研究課題といえる。

発生予察の基礎となる生態解析研究は，以上のように，とれまでにかなり多い

27， 73) 
が，予察法に言及した研究は少ない 。今後，生命表(1 i fe table )の解

析(参考 HARCOURT，1963 Can. Entomol. Soc. Mem.， 32 55-66)並

びに発生変動と環境諸要因との関係についての統計的解析などが望まれ，とれら

を基礎にした発生予察の確立が必要であろう。
11， 72) 

性フェロモンについては，その存在 が確認され，大量飼育した処女雌成

虫から，我が国において最近，性フェロモンの単離，同定に成功した 30，66)。本

種の発生予察 72) 防除への性フェロモンの利用研究は， 今後急速に進展するも

のと期待される O 昆虫病理学的研究には頼粒病ウイルスに関する一連の研究3~10)

がある。天敵微生物は.生物農薬的利用が大いに期待され，その生物的防除への

利用のための研究は今後の課題である。基礎生理学的な研究としては，成虫の生

53， 54， 77) 
殖に及ぼす光， 日長，温度の影響 成虫の走光性 ，成虫の行動と複

60) 
眼色素の日変化 光の明暗転換期の影響 などの研究がある。本種の基礎研

究に欠くととのできない幼虫飼育技術については，人工飼料による飼育が試みら

れ1)またナタネ芽ばえを飼料とした簡易大量飼育法が確立 29，75)された。
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なお，本種の近縁種で.アブラナ科植物を食草とするヒロパコナガ Plutellα

se叩 MEYRI四があり，その分類的記載 37)がある。しかし，その生態については

不明で、ある。

本種の被害実態については，ほとんど解析研究がない。わずかにキャベツ，カ

リフラワーにおける薬剤防除による増収効果 38，39)が報告されているにとどまっ

ている。薬剤防除に関する試験研究はかなり多く，その数は全体の半数近くの30
2. 12~17. 20~24. 26. 31， 34， 38~40 ， 46~50 ， 52， 55~58 ， 62， 65， 

編余にも及んでいる「日~一 ー

67. 68， 74， 80， 81)。このうち大多数は，防除に有効な新農薬の検定試験を目的と

2. 13. 15~17. 20~22. 24. 26. 31. 34. 40. 47~49. 52.55，56，62. 74， ~U) したもの G，.10， .1v'--.11， 4V'-44， L，<ic， 4 V， V~ ，~， "%V， "':t. -.，.，....， ...."'， v....， vv， v勺，..， vりであり，

その知見は現実の薬剤坊除に役立っている。 Bιcillusth包.ringiensis産生毒素

を有効成分とする BT弗jの効果についても試験されており 15，47，49，55，62，74)

防除効果の高いことから，今後の防除薬剤として期待されている。防除技術につ

いては，スプリンクラ利用による防除法 46) 省力防除 26，57) 微量散布

31)及びフォムスプレによる防除 67)などのほか，薬剤散布の時期，回数と収量38，

39)に関する研究がある。また，最近.有機りん殺虫剤抵抗性の疑いがもたれ，こ

れに関する報告 62)がある。本種の発生及び防除の実態，研究の現状などについ

ては総括的な報告 14，23， 50， 58， 65， 68， 73， 76， 81)あり，その大要を知るととがで

きる。
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3， p. 83 -85 (1962) 

81)芳岡昭夫・上住 泰:奈良県における水田導入野菜類の病害虫と防除，植
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する O 本種は，東海地方などの一部で発生が多いほかは.害虫としてあまり重要

視されていないこともあって，従来詳しく研究された報告は見当たらない。わず

かに，生態と防除法についての解説的報文があるにとどまっている1)。
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県においてクワイの新害虫，仮称「クワイホソヒメハマキガJとして記載 1)され

た。その後，クワイの特産地である岡県で発生が多く，本種の発生生態，防除に

ついての研究がある 2)。
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おいてイチゴを加害する新害虫として記載 1)されたもので，幼虫がイチゴ果実，

葉柄，果梗などを食害する 1)。しかし，その生態については未だ知見が乏しく，

2) 
わずかに周年経過についての研究 がみられるにすぎない。天敵として，イチモ

ンジヒラタヒメバチ Coccygo悦 .ymusp也 門 協 叩eVIE阻 CKが記載されているの。
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15， p. 87 -88 (1967) 

2) 川端源一郎:アカフツヅリガの周年経過.北陸病虫研報， 17， p. 122-

125 (1969) 

28. タマナヤガ

タマナガヤAgγotisipsiloπHUFNAGELは，カブラガヤA.fucosαBUTERとと

もに，野菜類のネキリムシとして知られる重要害虫である。野菜等を加害するネ
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キリムシとしては，オオカブラヤガA.tokionis BUTLER，センモンヤガA.exc-

lαmationis LE聞なども知られているが，発生，被害が一般に多いのは，タマ

ナヤガ及びカブラヤガで，両者はしばしば混発して加害する 4，28)。いずれも分

類学上のヤガ科昆虫で，野菜等を加害する代表的な土壌害虫であり，土壌中に潜

伏する生長した幼虫が，本圃に定植されたキャベツ，ナス， トマト. レタスなど

の各種野菜やサツマイモ，タバコなどの幼植物の地際部を食害，切断するところ

から，ネキリムシ cutwormと呼ばれているものである。

タマナヤガについては，カブラヤガとともに，戦前から近年に至るまで多数の

研究者によって調査研究が行われ，しばしば同時に研究対象となっている。タマ

ナヤガは，カブラヤガやその他のネキリムシ，ヨトウムシ類と加害態である幼虫

の形態，加害習性が酷似しているところから.形態，分類について詳しい比較検

4， 5， 18) 
討が行われ，見分け方が報告されている ' 。発生生態に関しては. 1920年

代の経過習性についての研究 39)をはじめ多くの研究が進展した。その結果. 幼

15， 16， 34) 
虫の発育と温度，日長との関係や休眠の有無 ， --，成虫の季節的発生消長

41， 54) #，;y~>tllM- 40， 50) ，長距離移動， -， --， --， --，産卵習性 ，幼虫の耕地内における

31，33，40，42，50，56，62) 季節的発生消長・動態， --， --， --， --， --， などについて新知見が蓄積され

10. 30 41l 49 51】
て，その複雑な発生生態は，かなり解明されている ， .....v，切，日， ..，~ノ。 それらを

要約すると，タマナヤガは，普通に年 4~5 回発生する。光周期による休眠がな

く.したがって耐寒性が乏しし西南媛地では幼虫，踊で越冬するが，北日本の

寒冷地では越冬しないとされている。寒冷地では.耕地の幼虫の季節的消長，成

虫の群移動.造成した牧草地の発芽聞もない牧草での異常多発生などから，南の

温暖地から移動した成虫が発生源となっていると考えられている。概して関東.

北陸，東北地方で発生が多く.これらの地方では本種がネキリムシの優勢種とな

っている。本種は雑食性の害虫で，産卵はイネ科雑草などに多い。幼虫は，普通

6~7 齢を経過し，初めは各種の野菜，雑草の地際部の茎葉に寄生し. 3齢以降

土壌中に潜って生活するようになる。春から秋にかけては，この成長した幼虫が

耕地の土壌中に常時生息し，野菜等の苗が植え付けられると，夜間地上に出没し，

ネキリムシとしてそれらの地際部を加害，株元からかみ切ったり，生長点を食害

することが知られている O

防除法に関しては，早くから薬剤防除法が検討され，各種薬剤の防除効果及び
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8.36.46.47. 50. 56~58. 61)。一施用方法についての試験研究， v v， -.;v， "'r'， vv" V V  ......."， V..."か行われている。ネキリ

ムシに対しては，毒餌剤が比較的に高い効果のあることが早く知られ 46，47) 毒

餌剤は今日においても本種に対する主要な防除剤となっている 29，48，49，51，53)。

ネキリムシは，残効のある有機塩素殺虫剤の施用によって一時あまり問題でなか

った 49，59)が，これら殺虫剤の使用規制によって卓効のある殺虫剤がなくなり.

最近は難防除の野菜害虫とされている 30，49)。

タマナヤガの生態と防除法，研究及び防除対策上の問題点などについては，最
~51) 

近数編の報文 " があり.その概要を知るのには役に立てられる。
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29. カブラヤガ

カブラヤガAgγotisfucosa Bu孔皿は，タマナヤガA.ipsiloπHUFNAGEl之と

もに，野菜類のネキリムシとして知られる重要害虫である(タマナヤガの項を参

照〕。

カブラヤガについて，タマナヤガとともに，戦前から多数の研究が行われてい

る。加害態である幼虫の形態，分類について比較研究が行われ 1，2， 15) 発生生

態については1920年代以降多くの研究がある O 特に，最近10年間には著しく研究

が進展し，幼虫の発育と温度 12，13， 68) 日長との関係や休眠の有無 12，13) 成

虫の季節的発生消長 3，37，44) 産卵習性 32，44) 幼虫の耕地内における季節的

発生消長・動態 5，25， 44， 51)天敵相 44，49) 加害習性， 8， 11， 14， 21， 33， 44， 48) 

などの新知見が蓄積され，発生生態の大要が明らかになりつつある。それによる

とカブラヤガは，普通に年 3~4 回(北日本では 2~3 回)発生する。老熟幼虫

が越冬し，暖地では非休眠状態で越冬すると考えられている。一方，北日本では，

短臼条件下で幼虫期間が延長し，耐寒性を獲得するととから，休眠状態で越冬す

ると考えられており，生活史に地域的差異のある可能性が示唆されている O 本種

も，タマナヤガと同様に概して関東，北陸，東北地方で発生が多いが，これらの

地方でネキリムシの優勢種となっているのはタマナヤガである。これに対して，

東海以西の暖地ではカブラヤガの発生は比較的に少ないが，ネキりムシの優勢種

となっているのは本種で，春から秋にかけて連続的に発生加害がみられ，野菜類

の被害は少なくない。耕地内では，老熟幼虫は 1頭づっほぼランダムに分布して

おり 1頭の幼虫が定植聞もない野菜をつぎつぎ、に加害するので，発生密度が低

くても被害は意外に多いととが知られている O 時には，局地的に異常多発し，甚

大な被害が発生することもある。本種幼虫による被害は，暖地では春と秋に多い

のが一般的である。カブラヤガは，タマナヤガ同様に雑食性で，各種野菜のほか，

雑草に寄生する。産卵は，野菜，雑草の地際部の枯死した茎葉に多い。幼虫は 6

齢を経過し，野菜等に対するネキリムシとしての習性はタマナヤガと同じである。

暖地におけるネキリムシ(主としてカブラヤガ幼虫〕の発生加害は，年次によ

って，また場所によって著しく変動し，その予察は難しい。このため，有機りん
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殺虫剤(イソキサチオン)を土壌へかん注し，生息する幼虫を土壌から追出して，

それを数える密度推定法が考察されている 10)。最近，カブラヤガの発生予察に

性フェロモンの開発利用を図ろうとして研究が着手されている。既に材料虫の量

産は可能となり，その成果に期待がもたれている 10，11， 16~66) 。

本種の防除については，各種薬剤の防除効果及び施用方法について，かなり多

26. 34. 36. 39~41. 45. 46. 48. 55. 58へ-60.63) くの試験研究がある， "-'..1.， L..V， u"tc， ....v， ，JoI--'-t..l.， "'tc....， ':tu， '-to， i，)v， vO......，uv， U，Jノ。 ネキリム

シに対しては，毒餌剤が比較的に高い効果のあるととが早くから知られ 40，41) 

毒餌剤は，今日においても主要な防除剤となっており 25，29， 31， 43， 45， 46， 53) 

天敵類に対する悪影響のないととも有利だとされている 45)。ネキリムシは， 一

時は残効のある有機塩素殺虫剤の利用によって効果的に防除できた 29，62)が，こ

れらの殺虫剤の使用規制によって卓効のある殺虫剤がなく，最近は難防除の野菜

害虫の一つに数えられている 20，43， 45)。カブラヤガの幼虫に対しては，細胞質

多角体病ウイルスAfCPVが有力な自然死亡要因として働いていることが明らか

にされ 44) との天敵ウイルスの増殖，利用による生物的防除法の開発研究が最

近開始されている 45，47， 69)。

カブラヤガの生態と防除法，研究及び防除対策上の問題点などについては，最

近数編の報文があり 6，20， 42~46) 参考にするととができる。
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30. 果実吸蛾類

果実吸蛾類には，成虫が収穫直前の果実に口吻で孔をあけて加害するヤガ(穿

刺孔性吸収口器，刺孔性吸収口器をもっている種で，第 1次加害種という。アケ

ビユノハ Adγistyra1明 usαmur・ensisSTAUDINGER，アカエグリパ Orαesiae骨!(1-

rg印αtaFABRICIUS，オオエグリバ Calpsgγiiesa DRAUOT，ムクゲコノハ

Dermαl e ipa juno D.虹M削など17種が記載されている〕と第 1次加害などの刺

孔などから果汁を吸収し，果実の腐敗を引き起こすヤガ(吸収性口器をもってい

る種で，第 2次加害種という。主にヤガ科で， 118種が記載されている)とが知

られている 10，11， 29)。これら吸蛾類による被害は，主としてブドウ， リンゴ，

モモ， ミカンなどの果樹でみられ，その防除対策は大きな問題となっている。野

菜類でも発生加害がみられ，その被害はそれほど大きくはないが， トマトで数編

， 20， 47， 48， 55)の報告が行われている。

トヤトに対する加害は，主に西日本の高冷地抑制トマト，山間地の露地トマト

において多く，第 1次加害種としては，アカエグリバ，ヒメエグリパ，アケビコ

ノハ，オオエグリパなど10種の記載 16)がみられる。飛来個体が多く，問題となる

のは前三者である。トマトへは，ほぼ日没 1時間後に飛来し， 19 ~ 22時ころ

が加害最盛期となる。 トマト果実の緑色が淡く，やや白っぽくなった収穫1週間

前ごろのものに加害が多く，被害を受けた果実は刺孔部が腐敗し，多くは 1週間

ぐらいで落下する 16，46)。第 1次加害種の大多数の種の幼虫は，山林，原野にお

72一



いて野草(アカエグリバ，ヒメエグリパはカミエピ，アケビノコノハはアケビ，

ムべなど)を食草としているので，幼虫期の防除法は難しい。したがって，園に
8， 55) 

飛来した成虫を対象に，袋掛け，網掛け，電灯照明などによる防除

が行われているが，電灯照明は最も有効と考えられているものの，山間地での点

灯には送電など問題も多い。

なお，果樹害虫としての吸蛾類の報告は多く，形態的記載 1，10，11，27) 生理

54) 生態 1~7 ， 14， 17， 18， 21~26 ， 30~34 ， 46， 51，52， 56， 61~63) 防除法人 5 ， 7， 9， 

12~14. 18. 20~22. 26. 27. 32. 35へ-45.50~53. 56~60. 63. 64) 
ノに関する研究及び天敵

， 49) 
類の 記載・研究" などがあり，参考とすることができる。
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-40 (1967) 

2) 糸賀繁人:ナカジロシタパの被害と防除，植物防疫， 8， p. 384 -387 
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3) 黒田春三・赤司正敏:ナカジロシタバと其の加害(講要)，応動， 11， p. 
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4) 黒田春三:ナカジロシタパに就て，応用昆虫， 1， p.216ー 221(1939) 
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昆虫， 7， p. 190 (1952) 

6) 野村健一:ナカジロシタパによる甘藷被害についての一考察，応動， 16， 
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12) 岡田忠男:甘藷葉喰虫に就て，病虫雑， 7， p. 74一 79(1920) 
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つ，植物防疫， 18， p. 369 -371 (1964) 
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世界的な重要害虫で，我が国ではその幼虫はヨトウムシと呼ばれ，古くから各種

野菜類，畑作物の最も重要な害虫のーっとされているものである 64，82， 87， 100， 

146)。本種は，イネ科を除くすべての野菜，畑作物を加害するといっても過言で

はなく，中でもキャベツ，ハクサイ，ダイコンのほか，テンサイなどで恒常的に

発生が多い。幼虫が茎葉に寄生して食害し，老熟幼虫は昼は地際などに潜伏し，

夜間に活動する。キャベツ，ハクサイなどは，結球部をも激しく食害されるので，

特に被害が大きい。

ヨトウガについては，ャヵー科の近縁種にほかにも重要害虫が少ないところから，

その形態について比較研究が行われている 32，82， 144)。発生生態については，早

くから多数の研究が行われ，その大要が明らかにされている O それによると，一

般に，我が国では 1 年に 2 世代を経過する叱叱 26~31，眠叫民叱民 97， mi

秋季の低温短日条件によって休眠に入り 93，125， 149， 150) 踊態で土中に越冬し，

本州以南では夏季は踊が休眠(夏眠)して経過するととが知られている 26，29， 90 

~92 ， 95)。南の地方でみられる踊の夏眠は，第 1世代幼虫が遭遇する夏の高温長

90， 91) 
日条件によって誘起され ，低緯度の個体群ほど夏眠する割合が高いことな

25，26， 29， 90~92) 
どが明らかにされている " 。成虫の季節的発生消長調査によれば，

北の地方など第 1回成虫の発生が遅く，第 2回成虫の発生が早い傾向がみられ，

北日本では成虫，幼虫の発生は春から秋に連続的にみられる 15，20， 80， 98， 103， 

123)。とれは，越冬踊の発蛾までの有効積算温量，夏眠の有無によっている 91)。

関東以西の暖地では，春と秋に発生がみられ，夏季には発生しない日，民 85，1勺

本種の産卵習性，卵から幼虫期における個体群動態，習性については，各地で詳

36.40.46.47.50.51. 75. 76. 113. 115~120. 157) 細な研究が行われている ， ~-， ._， ..， --， --， ._， ---， --- ---， ノ。それによ

ると，卵塊からふ化した幼虫個体群は， 1 ~2 齢の若齢期にその大部分が死亡し

75， 76， 116) また当初は集合して寄生するが，発育が進むにつれて分散し，ほ

場内に一様に分布するようになることが明らかにされている 75，76)。卵から幼虫

期における自然死亡要因としては，天敵寄生蜂，病原微生物，野鳥などがあり

0，50， 75， 115~120) また若齢期の幼虫分散の際の死亡率の高いととが知られて

いる 75)。 岩手県下の調査 115~120) からは，被害の多少を左右する老熟幼虫数は，

同じ世代の産卵数とほぼ平行することから，成虫の発生，産卵の多少，推移はそ

の後の被害の発生に密接な関係にあることが指摘されている 120)。本種の終齢幼
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虫は，体色が緑色から黒色にわたる顕著な個体変異を示すが，これは密度に依存し

た色彩多型で，一種の相変異であることが明らかにされている 35)。 この相変異

についても，一連の詳しい研究が行われ，幼虫期の密度によって，体色 35，41)の

ほかに，発育速度 42) 脱皮 42) 摂食量 48) 体重 35，48) 成虫の形質 38)などに

変化の起こることがわかっている。以上のほか，幼虫発育について調べられ，頭

幅の成長，摂食量，食草との関係などについて知見が得られている 37，88，93，107，

133， 161) 。

ヨトウガの防除については，本種が古くから重要害虫であることを反映して，

とれまでに発生予察及び防除法について数多くの研究が行われている。発生予察

については，成虫の発生量，時期の予察に，気温，降水量などの気象要因との相

関によって予測する方法 60，61，80，97，98) 第 1世代の発生時期を越冬休眠の覚

28， 30， 31) 
せい後の地温の推移から予測する方法 ' などが提示されている。 また，

第 2世代の幼虫発生量が 9月の降水量とかなり密接な関係にあり，降水量が少な

いと幼虫の発生の多いことが指摘されている 59，120)。防除については， 薬剤防

除に関するものがその大半を占め，多くの研究がある。各種殺虫剤の防除効果及

び施用法について多くの知見が得られている 1，17~19 ， 23， 27， 57， 59， 65， 67， 74，77， 

81.85.87. 104. 105.108.111. 127. 135~137. 144. 146. 148. 159】
τ ， ~"......， .L....ノ。 病原細菌である B小

cills thur伽gie冗s~s の毒素から製剤した BT剤の効果についても試験されてい
13. 24. 130. 131. 141 ~143 103】， "υ ， "υ ， ...-.:... 一， .J.oJoJノ。しかし，本剤は，大型のヨトウムシには効果があ

まり高くないとされている 150)。

本種にも 2，3の病原ウイルスが知られ 56) これらの天敵ウイルスとその防除

への利用について研究が行われている。核多角体病ウイルス 8，9， 14)及び細胞質

多角体病ウイルス 11)について知見が得られている。

以上のほか，研究材料虫を効率よく，かっ計画的に量産，供給する目的で，本

種の人工飼育法が研究され 7，63，73，79，156) 半合成飼料による飼育が可能とな

っている 6，79) 。また，内分泌学的研究 3~6 ， 21， 154) 休眠生理 134) 代謝生理

34， 126， 147， 160， 162~165)の研究並びに毒物学研究 70 ， 72， 83， 158) その他 33，54， 

， 110， 134)の基礎的研究が行われている。

なお，本種の発生生態と被害，防除法並びに研究の現状などについては，最近

報文 16，58， 59， 1却に取りまとめられている。その大要を知るには，役に立てるこ
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とができる。
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尿酸生成，農技研報， C.25， p. 47 - 94 (1971) 

148) 筒井喜代治:秋競菜の害虫と最近の防除薬剤，農及園， 33， p. 1379一

1383 (1958) 

149) 内田登ー・正木進三:ョトウガの休眠誘導に対する高温後の低温処理の影

響ーヨトウガの休眠に関する研究 I一，応用昆虫， 8， p. 129-134 

(1953) 

150) 内田登ー・正木進三:ョトウガの休眠誘導に対する光週効果ーヨトウガ

の休眠に関する研究 II-，北大農邦紀， 2， p. 85-95 (1954) 

151) 上原等:暖地甜菜の病害虫，植物防疫， 13， p. 529 - 531 (1959) 

152) 上住 泰・杉浦哲也・浅田幸男・小田道宏・中西喜徳:生物的防除法に関

する研究 第 1報 Bacillus t伽行ngiesisの野菜害虫防除への試み，関

西病虫研報， 14， p. 74 (1972) 

153) 上住泰:や菜栽培における BT剤利用と今後の方向，農及閤， 49， p. 

618 -622 (1974) 

154) 八木繁実:数種鱗麹目昆虫の休眠に関する内分泌学的研究，東教大農紀，

21， p. 1 -49 (1975) 
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155) 八木繁実・本多 隆:ヨトウガの休眠に関する内分泌学的研究 I.変態の

ための脳ホルモン分泌時期，応動昆， 21， p. 90 -93 (1977) 

156) 山口福男:インゲンマメを基材とした人工飼料で飼育できる害虫，関西病

虫研報， 14， p. 44 -45 (1972) 

157)横井進二・辻 英明:ヨトウガ，ハスモンヨトウ終齢幼虫の食草間の移動

に関する実験，応動昆， 19， p. 157-161 (1975) 

158) 吉田正義:虫齢の相違とピレトリンの毒性，防虫科学， 10， p. 60-68 

(1948) 

159) 芳岡昭夫.上住 泰:奈良県における水田導入野菜類の病害虫と防除，植

物防疫， 23， p. 275 -279 (1969) 

160) YUSHIMA， T. and H. CHHの Onthe occurrence of an acetylcholine 

-like substance in egg of the Chilo simplex， and Bιγαthrαbγαs-

sicαe， A党党ot.Zool. JαP.， 26， p. 228 -232 (1953) 

161)湯嶋 健:生育に伴うヨトウムシ撰食量と虫体重の増加との関係，応用昆

虫， 10， p. 36 -37 (1954) 

162) 湯嶋 健・茅野春雄:二，三昆虫卵に於けるコリンエステラーゼの消長，

関東病虫研報， 1，p.8-9(1954)

163) 湯嶋 健・茅野春雄:ニカメイチュウ及びヨトウムシの卵に含まれるアセ

チルコタン様物質について，応動， 19， p. 99 -100 (1954) 

164) YUSHIMA， T. Relation between occurrence of choline acetylase 

and appearance of synthetic activity of acetylcholine in eggs of 

rice stem borer， Chilo suppressαlis and Cabbage armyworm， Bαγu-

thrα brαss~cαe ， during embryonic development， J叩 .J. Appl . Ent . 

Zool.， 2， p. 38 - 42 (1958) 

165) YUSHIMA， T. Occurrence of acetylcholine and cho1inesterase in 

egg of lepidopterous insects， Bull. Natl. Inst. Agγic.Sci.，Seγ. 

C， 14， p. 113 - 177 (1962) 
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33. イネヨ卜ウ

イネヨトウ Sesam向山ferensWALK四は，イネ科作物の害虫としてよく知ら

れている 14)が，ショウガでも発生加害が少なくなく，アワノメイガOs付仰向

冗cubilalisと並んでショウガの重要害虫である 9，12)。

本種の発生生態については，イネ， トウモロコシ，サトウキピ等の害虫として

詳しく調べられている 5，h8，10，11，13~15)oショウガの害虫としては， その発

生生態について調査され 9) 各種薬剤の防除効果について報告されている 12，l?

なお，近縁のヨトウムシ，ネキリムシ類と本種の幼虫との見分け方については報

文があり，参考にすることができる1)。人工飼育についての知見もあるの。

文 献

1)服部伊楚子:ネキリムシ・ヨトウムシ類の形態的特徴，植物防疫， 16， p. 

171 -174 (1962) 

2) 石原 保:愛媛地方におけるイネヨトウの加害と防除対策，新昆虫， 1(3)， 

p. 30 -31 (1948) 

3) 釜野静也・井上 平:アワノメイガ，イネヨトウ及びスジキリヨトウの人

工飼育について，応用昆虫， 10， p. 209 -210 (1955) 

4) 郡山秀文・白川 実:青刈玉萄黍害虫発生被害消長と薬剤散布の時期に就

いて，四国農研， 5， p. 53 -56 (1959) 

5) 前原 宏:陸稲畑におけるイネヨトウ越冬幼虫の分布，鹿児島大農学報，

4， p. 38 -41 (1955) 

6)三原弥三郎:二化螺虫及大螺虫の幼虫分散状況，応動， 2， p. 11 (1930) 

7) 三宅利雄:大頗虫の冬期と温度，昆虫， 5， p. 248 (1932) 

8) MIYATAI包.M. Ecological studies on the purplish stem borer. 

Sesamiαinfe何 nsWAL阻 Rin Japan， Sci. Rep. Aゐtsu抑制αAgric.

Coll.， 8， p. 1 -37 (1952) 

9) 永野道昭・樋口泰三・中須賀孝正:ショウガの害虫類とその生態，九病虫
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研会報， 13， p. 68 -69 (1967) 

10) 岡本大二郎・寺口陸雄・岡田斉夫:中園地域における牧草・飼料作物の害

虫相に関する研究，中国農試報，A.9， p. 151 -176 (1963) 

11) 大塚幹雄:イネヨトウの生態ならびに防除に関する研究，指定試験(病害

虫)， 6， p. 1 -54 (1966) 

12) 白浜賢一:ミツバ，ウド，ショウガなど軟化物の病害虫防除 ショウガの

病害虫防除，今月の農薬， 13(8)， p. 76 (1969) 

13)高山昭夫・吉岡幸治郎:愛媛県におけるイネヨトウの発生生態と防除に関

する研究(第 1報〕予察灯誘殺状況について，愛媛農試研報， 3， p. 77-

83 (1963) 

14) 田中顕三:日本に於ける禾本科植物を喰害する螺虫類の研究(4)，病虫雑，

15， p. 426 -433 (1928) 

15) 山崎宏、和:紫旗虫の喰害並に被害に就て(第 1報)，応動， 9， p. 213 -

227 (1937) 

16) 吉井孝雄・石木 茂:ショウガのダイメイチュウに対する殺虫剤の防除効

果，高知農試研報， 1， p. 26 -27 (1 %8) 

34. ショウブオオヨトウ

ショウブオオヨトウHelotrop.加 leuco.s t ig= Laeuis BUTL，'Rは，イネ科，ア

ヤメ科植物の害虫として知られているものであるが，本種の研究報告はほとんど

ない。わずかにトウモロコシでの発生について記載がみられるにとどまっている

。

文 献

1)春木保・手塚 浩:トウモロコシ害虫ショウブオオヨトウの最近の発生

について，北日本病虫研報， 19， p. 73 (1968) 
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35. 夕J可コガ

タバコガHelicover抑制8ultαα88叫 tαGU首位は，古くからタバコの食葉性

害虫として著名なものである。本種は，幼虫がタバコ，ピ}マン，トマト，ナス，

ジャガイモなどナス科作物，レタス，エンドウ，カリフラワー，カボチャ， トウモ

ロコシ，ワタなどを加害する雑食性害虫である 7，8，17)。近年ピーマン，レタス

7， 24)の栽培が伸びるとともに多発，被害をみるようになった。特に，ピーマ

ンでは最も重要な害虫となっている。

本種の形態的研究報告は少なく，わずかに類似種であるオオタバコガH.armi-

gera併骨tIge叩との識別を重点にした記載 13)がみられるにすぎない。一方，生

態的研究は多く 2~5 ， 7， 8， 10， 15~24 ， 28， 31~34) その大部分がピーマンの害虫

としての近年の報告である。ピーマンでの発生生態・被害状況などをまとめると，

ふ化幼虫は，しばらく茎葉をはいかいした後，主として幼果に食入する O 果実内

部に潜入した幼虫は好んで未熟種子を摂食し，次々と幼果を移り渡り，幼虫 1匹

7， 20， 21， 31) 
当たりおよそ 6~7個の果実を食害する" O 老熟幼虫は果実を脱出し，

土中に潜入して土寓(どか)を作って踊化する。 9月の被害最盛期には，収獲果
申 31) _ ~ 28) ~~ 24) 

の被害果率はおおよそ20V"/， 50 w/， 60 -~/ %にもなる例が報告され， しかも，

被害果のおおよそ25~90%は収穫前に落果 19~21)するので， 実際の被害果率は

もっと多いと推定されている。レタスにおいては，幼虫が結球開始までは棄の基

部や葉縁部を加害するが，結球期以降は内部に食入し，結球葉を食害する 7，17)。

各態の発育についての研究・記載は多くみられる 3，8，14，19~22，24，32)。30℃

恒温条件下において，幼虫・踊期聞はそれぞれ15~16 日， 11~12日で，ふ化から
14) 

羽化までを27~28日で経過する 。成虫の産卵数は個体の差が大きく， また報

告者 16，21， 24， 32， 33)によっても多少異なるが，平均 200~ 600個である。 ピー

マンにおける産卵部位は，生長点近くの若葉や花菅，葉の表面 33) 葉の裏面

22) 新橋，肢芽，葉柄，花膏 R) 果実の募(がく)片部 2，4)などに多いとす

るさまざまな報告がある。

本種の成虫は，野外では年 2~3 回 3 ， 8， 10， 20， 21)， 3 ~ 4回 24，28， 32)との報

告があるが，施設内では 4回 23)の発生を繰り返すと推定される。一般に野外で

au 
Q
U
 



は，第 1 回成虫は 6 月中旬，第 2 回目は 7 月下旬~8 月中旬，第 3 回目は 8 月下

旬~9 月上旬に発生するが，この開発生は連続してみられ 3 ， 4 ， 8 ， 10 ， 18) 踊の

夏眠現象のあるととが示唆されており，その季節的な発生消長はかなり複雑なよ

うである 32)。踊態で土中で越冬し 9月中旬以降に嫡化した個体はそのまま休

眠に入る 15，2のことが知られているが，休眠の機構については明らかにされてい

ない。

幼虫は，インゲンマメを基材とした人工飼料によつて飼育が可能であり 3丸， ω

これら人工飼育虫による各種実験3孔，14，15)が行われている。

本種の天敵としては，卵寄生のキイロタマコ守パチ Tパchogra仰 naderuiγolimi 

MATSIJMIJRA19~22)，幼虫寄生のタバコアオムシヤドリパチ Cαmpoletischloー

1ト--22) 守 ・・ 20)
パdeaeUCHIDA" 幼虫寄生の寄生ノ、ェの一種TachinidαeSp.などが知られて

いる。 T.d仰 drolimi はピ マン畑で，タバコヵーの主要な死亡要因とみなされ

ている19~ 22)。

1. 4. 7.8.11. 12. 18--24. 28. 29) 防除法についての研究は多く， "1;， " v， ~~， ~~， ~U w"Jc，~， L...， I ピ マンにおけ

る各種薬剤の防除効果ー施用法についての試験研究のほか，被害果の早期摘採処

2) T'O 1T"I -.6-"._ ，_ ..， t;4-rrA ..-r-. ~ ...， 4) 
理などの耕種的対策 BT剤による防除の試み がある。ピーマンでは，幼

虫期間のほとんどを果実内に潜入して加害し，また発生が連続しているなどのた

め，防除は大変難しく，殺虫剤が有効に働くのは卵とふ化から果実への食入期の

幼虫に限られるとされている。このため，薬剤の 10日間隔のスケジュール散布が

有効とされる18，1121，T土壌消毒を兼ねたクロルピクリンなどの処理は殺踊効果

があるとする報告もある。

なお，本種の類似種として，ダイズの葉，子実を食害するキタバコガPyrγ-

Mα 包mbraH田N必乱 6，9， 27)とピーマン， トマト，ナンキンマメを食害する前

記のオオタバコガ 13，21lが知られている。

文 献

1)粟原徳二:ピーマン果実食害虫に対するメソミル粒剤の効果，関東病虫研

報， 17， p. 108 (1970) 

2) 萩谷俊一:ピーマンにおけるタバコカ♂の産卵部位，関東病虫研報， 19， p. 
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113 (1972) 

3) 萩谷俊一:タパコガの生態的特性 1. 千葉県における成虫の発生消長，

関東病虫研報 21，p. 105 -106 (1974) 

4) 萩谷俊一・市原伊助:千葉県におけるタバコガの発生生態と防除，千葉農

試研報， 16， p. 51 -58 (1975) 

5) 本田稔郎:タバコアオムシの幼虫各令期の摂食量に就いて，九州農研 6，

p. 65 (1950) 

6) 石井象二郎・松本蕃・湯嶋健:キタハコとニコチン， 応用昆虫， 5， 

p. 121 -122 (1949) 

7) 伊藤喜隆:タパコガによるレタスの被害と防除，今月の農薬， 15(6)， p. 

66 -67 (1971) 

8) 高野光之丞:ピーマンのタバコガの被害と防ぎ方，今月の農薬， 11(7)， 

p. 40 -41 (1967) 

9) 桑山 覚:キタバコガの集団発生と同虫防除上秋耕の価値，応動， 7， p. 

110 -111 (1935) 

10)村上正雄・高野光之丞:タバコガに関する研究 I.発生生態とピーマンの

被害，関東病虫研報， 14， p. 97 (1967) 

11)村上正雄・高野光之丞:タバコガに関する研究 II.防除薬剤，関東病虫研

報， 14， p. 98 (1967) 

12) 中島三夫・野上隆史・安藤俊二:ピーマンにおけるタバコガの防除につい

て，九病虫研会報， 17， p. 101 -103 (1971) 

13) 中島三夫・野上隆史・安藤俊二:タバコガとオオタパコガの形態について，

九州農研， 34， p. 87 -88 (1972) 

14) 中島三夫・野上隆史・安藤俊二:タバコガの発育と温度との関係について，

九病虫研会報， 19， p. 99ー101(1973) 

15) 中島三夫・野上隆史・安藤俊二:タバコガの休眠に関する知見について，

九病虫研会報， 20， p. 22 -23 (1974) 

16) 中島三夫・野上隆史:ピーマンのタバコカ‘の産卵について，九病虫研会報，
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21， p. 14 -15 (1975) 

17)中村知義・呉羽好三・伊藤喜隆・田中 悌:タバコガの異常多発について，

関東病虫研報， 18， p. 103 (1971) 

18) 中沢啓一:ピーマンの害虫 「タパコガ」 その発生と防除，今月の農薬，

12(6)， p. 41 -43 (1968) 

19)中沢啓一:タバコガによるピーマンの被害，植物防疫， 24， p. 17ー20

(1970) 

20) 中沢啓一・木村義典・細田昭男:ピーマンを加害する鱗麹目害虫の生態と

防除，広島農試報， 30， p. 53一 76(1971) 

21)中沢啓一:ピーマンを加害する鱗麹自害虫の生態と防除，農及園， 47， p. 

1691一1695(1972) 

22) 中沢啓一:野菜の害虫 タバコガ，今月の農薬， 22(4)， p. 305 -307 

(1978) 

23)野上隆史・中島三夫・安藤俊二:ピーマンのタバコガの発生と防除につい

て (3)，九州農研， 36， p. 127 -128 (1974) 

24) 関JII 紘:ピーマンのタパコガの生態と防除，今月の農薬， 17(7)， p. 

65 -67 (1973) 

25) 白浜賢一:レタスの病害虫と防ぎ方，今月の農薬， 15(7)， p. 92 -94 

(1971 ) 

26)高岡市郎:タバコガの天敵Sαgritislatγαtorに就いて(講要)， 応用

昆虫， 5， p. 110 (1949) 

27) 田村市太郎:転作大豆で注意したい病害虫，今月の農薬， 15(2)， p. 58 

60 (1971) 

28)寺本 稔‘鈴木 薫:京都府における水田導入果菜類の病害虫と防除，植

物防疫， 23， p. 280一284(1969) 

29)筒井喜代治・佐藤昭夫・田中 清・小野木静夫:水田導入そさい類の害虫

に対する浸透性殺虫剤の殺虫効果と適用法に関する研究，東海近畿農試研

報， 20， p. 217一253(1970) 
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30) 山口福男:インゲンマメを基材とした人工飼料で飼育できる害虫，関西病

虫研報， 10， p. 44 -45 (1972) 

31) 山中 浩:ピーマ、ノの果実を食害する鱗麹目幼虫について(第 1報)，北

陸病虫研報， 13，p.69一 71(1965) 

32) 山下優勝:ピーマンを加害するタバコガの生態に関する研究(第 1報〕経

過習性について，中国農研， 33， p. 58 -60 (1965) 

33) 山下優勝:ピーマンを加害するタバコガの生態に関する研究(第 2報〕産

卵習性について，中国農研， 37， p. 54ー 56(1967) 

34) 山下優勝:ピーマンを加害するタパコガの生態に関する研究(第 3報〕ピ

ーマンの被害状況について，中国農研， 39， p. 52 -53 (1968) 

36. タマナギンウワパ

タマナギンウワパ Autograp.九nigrisi伊ωWAl直:R は，日本，中国，インドな

どに分布する 18j かつては，本種と思われる種が，近縁類似種で，ヨーロツパ，

アジア各地に分布するガンマギンウワパA.ga;甘tmaL. C当時，和名をガマキン

ウワパ，属名を Plω旬あるいはP九百tomet叩〕の名称で記録されており，混乱

をきたし 13，18) その後一時期，和名をオオワイキンモンウワバ(オオワイモンキ

ンウワパ)と称し，属名に Plω仰やPhytomet叩を使用した。現在ではタマナ

ギンウワパと呼ばれ， Autograph属として記載されている 13，18)。

本種については，近似種との識別を重点にその形態について詳しく報告されて

いる 12~15 ， 18，則。発生生態に関しては，多くの報告ふ8~10 ， 14， 16，18，22，23，25) は

あるが，その生態はまだ十分に解明されているとはいえない。本種の幼虫は，い

わゆるシャクトリムシで，キャベツ，菜類，ニンジン，ゴボウ，ダイズなどの葉

を食害し，特にキャベツを好んで加害する 11)。寒冷地や山間・高冷地などのキ

ャベツに発生が多いようで，ヨトウガ，モンシロチョウと並んでその被害は大き
4、 25，26)

く，岩手県 長野県 での多発生記録があるが，一般に平野部での発

生量は少ない 7)。成虫は 1卵づっ主として葉裏に産下する。成虫の発生は，暖地

の平野部においては 6月と 9~10月に多く， 7~8 月は少ない 14; 一方，寒冷地
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では 7~8 月に多い。年開発生回数については，野外観察，室内飼育により，青
3，8，23) 

森，岩手，秋田の各県で3回 ，長野県の高冷地で 1~2 固 と推定され

ている。 25'Cにおける卵，幼虫，踊の発育日数は，それぞれ 4.0，13.2， 7.6 'cで，

またそれぞれの発育零点は8.0，8.5， 12.4'C，有効積算温度は 66.7，223.6， 101.8 

日度であり，野外観察結果と合わせ考え，東京地方では年 5回の発生が推定され

ている 14i本種は不休眠性で，特定の越冬態を持たないが叫寒冷地・高冷地で

は耐寒性の強い態(成虫 14) 蝋2ゆ)で，暖地では各態で越冬するものと考えられ

8) 
ている i以上のほか，産卵数の季節的変動 ，産卵部位について，ほ場にお

けるヨトウガ，モンシロチョウとの比較生態的研究があり，報告されている。

4~5齢幼虫期には，体色が黒化する変異が知られている 7 ， 16 ， 25) が，その原因に

ついてはよくわかっていない。踊の黒化は，幼虫期(3~4 齢以降)から踊化直

後までの期間に低温に遭遇することによって誘起され，その機構の一部が解明さ

れている 16，17)。天敵については，核多角体ウイルスの記載がある 1)ほかは研究

が見当たらない。

薬剤による防除試験については，多くがヨトウガ，モンシロチョウ，コナガな

2~5 ， 19~22 ， 24) 
どとの同時防除をねらったものであり ，本種のみの防除試験は少

ない 24，25)。これらを総合すると，防除適期をつかめば，比較的容易に防除でき

るとされている。

なお，近縁種のガンマギンウワバAωog叩舛 g側伽 L.成虫の採集記録が北海

道，新潟県で少数ながらある 18)。
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37. ウリキンウワパ

ウリキンウワパA叩 deuid旬 peponisFABRICIUSは，本州，四国，九州，沖縄

などに分布する，古くからのウリ類の害虫として知られている 11) 。

本種は，発生が少なく，大きな問題となることがなかったが，ハウス栽培の普

及に伴い， 1960年代後半ころから各地で被害がみられるようになり，関東以北で

も被害が報じられている 6，9，10)。

ウリキンウワパの形態分類については，幼虫の形態について近似種との比較検

討が詳しく行われている 2，3，4)。発生生態に関する研究は従来少なく 1，6，9，10)

不明な点が多いが，卵は葉裏に 1個ずつ点々と産みつけられ，ふ化幼虫は葉裏か

ら葉を食害する。食草は普通にウリ科植物1)であるが，ハクサイ，ダイコンなど

アブラナ科植物 (11月以降に加害がみられる 10))，ラジノクローパを食害するこ

とが知られているぺ本種の寄生性については¥詳しい室内実験も行われている号

本種の発生は，半促成栽培及び露地キュウリで 6月ころにもみられるが，主に抑

制キュウリが栽培される 9 月ころからの発生が多く 9 月中旬~10月上旬に被害

が多い 9)。各態の発育期間は， 20~25'C条件下で，卵が 6~8 日，幼虫が14~22

日，嫡が 8~10日であり 10) 年開発生回数は宮城県で 3~4 固め，埼玉県で 4~

5回 10) と推定されている。越冬形態は不明であるが，野外観察，野外実験によ

って，中齢以降の幼虫態 6) 蝋態 10) と推定されている。休眠について詳しく研

究されたものはないが，休眠世代はないと考えられている。なお，キュウリの葉

'7" l... '"?' J..Lr-h.4:!=t-::b::.ì~'戸 7)
の乾燥粉末を加えた人工飼料Lよる幼虫飼育か汀われ ，累代飼育した材料虫を

用い，ふ化，摂食，脱皮，踊化，羽化，成虫の飛朔，性フェロモン放出，産卵な

どの日周期性が調べられているの。

防除については，二，三有機りん剤の防除効果，施用法などについて知見が得

られている 6，9，10)。
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とその加害植物選択について，応用昆虫， 12， p.94 -95 (1956) 
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法 (ll)，昆虫， 26， p.123 -133 (1958) 

4) 一瀬太良:キンウワパ属(ヤガ科)に関する研究 幼虫の外部形態と識別

法(皿)，昆虫， 28， p.1 -8 (1960) 

5) 1 CHINOSE ， T. and M. SASAKI An experimental analysis and inte-

grated evaluation of various factors involved in the host plant 
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7) SASAKI， M. Some biological aspects of the artificial rearing 

。fthe cucumber looper， A加 devidiαμponis(FABRICIUS) (Lepido-

ptera Noctuidae)， Appl. E:πt. Zool.， 9， p.97 -99 (1974) 

8) 高橋兼一:ウリキンウワパの生態と薬剤防除，関東病虫研報， 20， p. 

121 (1973) 

9) 高橋兼一:ウリキンウワパの生態と防除対策，今月の農薬， 17 (9) ， 

p.42 -43 (1973) 

10) 高橋 奨:瓜類の害虫ウリキンウワパに就て，病虫雑， 3， p.767ー 770
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38. その他ウワパ類

タマナギンウワパ，ウリキンウワバ(別項に記述)以外に，野菜を加害するウ

ワパ類には，キクキンウワパA叫 ogr叩加仰向γ仰向印W姐阻N(ニンジン，ゴボ

ウ，キク類などを加害する 1)) ，ミツモンキンウワパA.αg叩 印 STAUDING四

(ニンジン， ミツバ，ワタなどを加害。菜類では全く生育しない 1)が，ときには，
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キャベツ，ハナヤサイでの寄生もみられている 7)) ，イチジクキンウワパ A

6門 osomαDOUBL回 'AY(ゴボウ，ゼラニューム，スイトピー 1)) ，キクギンウワ

パA.coπf包saSTEPH町 S(ゴボウ，キク類1))，イラクサキンウワパ A ni 

国JB阻 :R (ハクサイ，菜類 1)) ，イネキンウワパ A.fes印印 G貼 ESER (イネ科

植物を主として加害するが，キャベツでの寄生も認められている 8))などがある。

しかし，害虫としての重要度は低く，研究報告は少ない。わずかにそれぞれの害

虫が加害する作物についての記載，及び各種幼虫の外部形態による分類，識別法

2，3，4) の報告がみられる程度である。生態についての知見は極めて乏しい。
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19， p.110 (1972) 

8) 長沢純夫・一瀬太良:イネキンウワパにかんする若干の知見 殺虫剤の生

物試験用見虫の飼育にかんする諸問題 第14報，防虫科学， 21， p.48-
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39. ハスモンヨトウ

ハスモンヨトウ Spodopterαlit包叩 FABRICIUS は，南方系の害虫で，かつて

は被害が少なく，潜在的な害虫として知られているにとどまったが， 1960年(昭

35 )前後から関東以西でラジノクローパ，青刈ダイズ，サツマイモなどの害虫と

して注目されるようになり 28，91，123，124，155，185，202，210) 更に1960年代後半以降野

菜の施設栽培のめざましい普及とともに各地で広く多発をみるようになった 16~
18，29，46，59，62，95 

。昨今においては，関東以西の暖地一円で，

サトイモ，キャベツ，ナス，ピーマン，レタスなどの野菜類やサツマイモ，ダイ

ズなどの畑作物の重要害虫となっている 12，29，64，67，71，87，106，111，143，163，165 ，167，184， 

199，200) 。

ハスモンヨトウの発生生態及び防除に関する研究は，最近の約10年間に急速に

進展し，発生生態のほか，性フェロモン，天敵ウイルスとそれらの利用による防

除法などに関し，多くの知見が蓄積された。一般発生生態については， 1930年代

に台湾において研究 161，162);6~行われているが，更に多くの研究が積み重ねられ，
12 ，28 ~31 ，38，64，67，82，106，123，143，199，200) 

その大要が明らかにされている ノ。本種はそ

予 38，82)
の発育有効積算温量，発育下限温度なと からみて，西日本では年 4世代を

106) 
経過するものと考えられている 。成虫の季節的発生消長，産卵消長などの調

査から，世代が進むにつれて夏から秋にかけて個体数が急激に増加し，晩秋に激

減する一山型の，南方型昆虫に特徴的な季節的発生消長パターンを示すことが知

られている 12，16，21，36，58， 72~74 ， 77 ， 80~82 ， 112 ， 125 ， 133 ， 136 ， 153) 。越冬態は幼虫あるい

は踊といわれている 42，106)が，未だ十分に明らかでない。休眠世代がなく 82)

82) 
比較的に低温感受性が高く ，冬季は低温のためほとんど死亡するのではない

かと考えられている。しかしながら，加温あるいは保温されたハウス内などでは

越冬が可能であり，それが近年のこの虫の多発化した要因になっていると考えら

れている 95，106，108)。

本種については，その個体群動態について詳細な研究が行われ，数多くの知見

が得られている。この虫の自然死亡要因としては，天敵が重要な役割を果たして

いることが知られている肌加え寄生者としては若齢期の寄生蜂，老齢期の寄生
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蝿 161 ， 170~172) が，捕食者としては 1 齢幼虫を攻撃するクモ類，中齢幼虫を捕食

するアシナガパチ，カエルなどがあげられる 104，106，109，203，212)。また，天敵微生

物である緑きょう病菌，核多角体病ウイルスも重要で、ある mペ1齢幼虫期の

死亡が目立つのが，その生存曲線にみられる特徴である 104，106，127，203，212)が，と

れはコサラグモの功撃による幼虫集団分散効果によるものだとされている 104)。

生命表の基本要因分析の結果によれば，コサラグモによる 1齢幼虫の死亡と，アシナ

ガパチによる中・老齢幼虫捕食がハスモンヨトウ個体群変動要因として重要でるある

106，203) ことが示唆されている 。本種については，発育 ， U~''''''''''''''oJ，.I.-r-:t '''-'V'''1 食性

，47 ， 70 ， 80) 幼虫の行動習性 25 ， 57 ， 126) 成虫の長距離飛しょう 5~7) 特異な産

卵習性 75) などの生態的知見も少なくなく，また近縁種である s.littoγαl臼

との比較形態 88) についても報告されている O

防除法については，薬剤防除に関する多数の試験研究が行われ，また性フェロ

モン及び天敵微生物などの利用による新防除法の研究が精力的に行われている。

ハスモンヨトウの性フェロモンとその利用に関する研究は，我が国における農業

害虫を対象とした先駆的研究で，基礎並びに応用研究が広範に進められている 102，

18~220)。本種の性フェロモンは 2 種の構成成分からなることが明らか

にされ 179) ある一定の混合比で雄成虫に対し強い誘引効果を示すことがわかっ

ている 181，182，216)。また，その構成成分は単独で与は強い交尾阻害作用を示すこと

45，86，141，216) 
が明らかにされている 。合成性フェロモンを誘引源としたトラップは，

ブラックライトラップと比べて誘引効果が優れることが確かめられ 78，136，153)

本種の発生消長調査及び発生予察に，なお検討を要する点はあるもののフェロモ

102，183，218) 
ントラップが有効なことが判明し ，実用化段階に至っている。成虫の

誘殺消長と産卵消長並びに生命表データを組み合わせた発生予察法も提案されて

いる 108)。フェロモントラップの形状 24，138，142，197) 合成フェロモンの有効期間

14，33，79) トラップの高さ 22) 及び周辺の環境条件(植生など)と誘引効率との

関係 26) などについての知見も得られている。ほ場にフェロモントラップを配置

しての，雄成虫の誘殺実験 41，83，85，135，139) 並びに性フェロモン構成成分処理の

交尾阻害実験 45，86，141，217)から，それらの効果は雌成虫密度に大きく左右される

135，139，141)が，性フェロモン化合物の利用による防除は可能性のあることが示さ

されている 41，102，219，220)。性フェロモン利用の防除法開発に当たっての基礎的知
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見である配偶行動に関する研究も著しく進展し，交尾行動，交尾能力・回数，性

比・密度と交尾率・産出卵のふ化率との関係などについて多くの知見が得られて

140，173，215) いる ，v-.:，.... ， 。フェロモンの拡散及びそれに対する風速の影響99-

01) フz ロモンに対する雄成虫の反応行動，誘引距離 27， 99~101 ，127， 129 ~138 ， 

140， 179)tJ:どについても解明されてきている。そのほか，雄成虫のフェロモン感受

に関する電気生理学的研究も行われている1)。

ハスモンヨトウの天敵微生物とその利用に関する研究は，天敵ウイルスについ

て研究が行われている。自然発生虫から核多角体病ウイルスが分離され 116，117)

16，121，122) 
野外での活性の持続 ，温度と増殖，活性との関係 ' ，幼虫齢期と

病原性の関係 116)などについて報告されている。更に，大量増殖したウイルスの

防除効果と施用方法に関しても検討が加えられ 116) 実用化に期待がもたれてい

る 113~115)。緑きょう病菌などの天敵微生物についても，その病原性について試

験が行われ 60，61)， Bacillus thuringiensis産生毒素を成分とする BT剤の防除

効果も検討されているあ145~ 147，168，195，196)。

総合防除の体系化に欠くことのできない被害査定 76，166) 要防除密度の推定66，

110) サトイモ，ナス，ピーマンを対象作物として研究が行われている。

薬剤防除については，多数の研究 28~31 ，35，37，43，63，93，106，111，154，164，167，193，194， 

199，200，206，211，213，214);6;あり，有効な薬剤と施用方法などについて知見が得られて

いる O ある種の殺虫剤の低濃度散布が集団で寄生するふ化幼虫をかく乱，分散さ

せる働きのあることが見出され，との低濃度散布と土着の天敵の働きを利用する

ことによって発生を低密度に抑える可能性を示唆する報告もなされている 103，105，

204) 。

性フェロモンやウイルスとその利用の研究，あるいは基礎的な生理・生態の研

究には，大量の材料虫を効率よく供給し得る人工飼育法の開発が必要不可欠であ

るが，本種の大量飼育法は既に確立され 48，50，51，137，149，186 ~ 188 ，201)上述のよう

に性フェロモンや天敵ウイルスの研究の発展に大きく貢献している。

また，不妊化虫放飼による防除法のための基礎研究として，不妊虫の生態・生
52~56 ， 89 ， 189~192) 

理に関して一連の詳しい報告がある 。ハスモンヨトウを研究材料

として，内分泌生理 198) 昆虫薬理 44，69，96，152 ， 174~177) 変態に及ぼすアスコノレ

ビン酸の影響 150) 複眼のスベクトル感度 208)などについての基礎的研究も幾つ
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か行われている。

なお，ハスモンヨウの生態と防除に関しては，幾つかの包括的解説 21，29，64，71，

研究報告 106，123，161，162) があり，研究の現状と問題を含め，

その大要を知るのには参考にすることができる。また，便利な文献集も刊行され

ている 90)。
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キアゲハP品piliomachaon hippocrαtes C. et R. FELDER はニンジン， ミツ

パの害虫として知られ，ニンジンでの加害は普通よくみかけられるが，野菜害虫

として記載，研究された報告はほとんど見当らない。わずかに断片的な報文が若

干あるにとどまっている 1，2)。

文 献

1) 遠藤和衛:疏菜の害虫(第 8講じ北農 20， p.101 -105 (1953) 

2) 白浜賢一:ミツバ，ウド，ショウガなど軟化物の病害虫防除 ミツバの病

害虫と防ぎ方，今月の農薬， 13 (8)， p.75 (1969) 

41. モンシロチョウ

モンシロチョウ Pieパsrapae c叩 civoraBOISDUVALは，古くからキャベツ，

ダイコンなどのアブラナ科野菜の重要害虫として知られている。本種は，身近な

昆虫でもあり，研究材料として取り扱いやすいこともあって，単に野菜害虫とし

ての発生生態と防除法の研究だけでなく，格好の生物学の研究対象として，その
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生態・生理に関しても広範な分野にわたる多数の研究がなされている。

モンシロチョウの一般発生生態については，幾っか報告があり1O，22 ， 32 ， 34 ，39~

1 ， 102~ 1O6 ， 163) その大要が知られている。それによると，卵は葉裏に 1 個

ずつ産みつけられ，ふ化した幼虫は俗にアオムシと呼ばれ，次第に上位葉に移動

しながらアブラナ科野菜の茎葉を食害する。 5齢を経過して幼虫はふ化する。年

間の発生回数は，関東以南では 6回前後である。冬季は普通婦で休眠し越冬する

が，暖地では幼虫で越冬する場合もある O 暖地では成虫は 3月ごろから羽化し始

め 4月から 6月にかけ最も発生量が多く，夏季に激減するが，秋になるとやや

個体数が回復する。

25~28 ， 33 ， 46 ， 129，141) モンシロチョウについては，野外個体群の動態 ，-:rv ，~~.." ノ，ほ場内分

布とその時間的変化 27，30，46，63 ~68 ， 102~105 ， 198) などについて報告が多いo 上述し

たように，暖地の野外個体群は夏季に激減するが，その原因として寄主植物の減

少，高温障害などのほか，特に天敵の働きが重要視されている 46，49，106，129，141)。

重要な天敵として幼虫寄生蜂アオムシコマユパチ，踊寄生蜂アオムシコパチ，穎

粒病ウイルスがあげられる。モンシロチョウ春世代の生存曲線は卵から 1齢幼虫

にかけての死亡と，老齢幼虫から蝿にわけての死亡が大きい 3段型である 33，46，

141)が，老齢幼虫から踊期にかけての死亡は上記の 2種の寄生蜂の活動に負うと

ころが大きい。モンシロチョウの野外卵個体群は集中分布を示し 63，198) 特に密

度の低いときは，ほ場の周縁部に偏在していることが多い町68)。 これは成

虫の集中的産卵習性が起因している 6tふ化した幼虫個体群は，齢が進むにつれ

均一分布に近づく O 卵から 1齢幼虫にかけてと，老齢幼虫の死亡は，密度に依存

した移動がその原因とされている 47，64)。

モンシロチョウの発育 29，31，132，136 ~138 ， 199 ~201)寄主選好 183~185 ， 187 ~195) 

休眠 70~79 ， 100) 配偶行動 148~151 ， 181)などについても多数の研究があり，知見

が得られている。モンシロチョウの発育は食草 138) 幼虫密度132)により影響され

る。野外採集幼虫の頭幅のひん度分布は，それぞれ幼虫の齢期に相当する 5個の

山に分かれることが知られており 29，198) 頭幅成長に対して種々の理論式の当て

はめも試みられている 31，138)。本種の寄主植物選好には地方的変異が認められる

が，これはその場所で優占的に栽培されている寄主横物と密接な関連があるとさ

れている 188 ， 190~192) 。特定の寄主植物で累代飼育した幼虫は，その植物を選好
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するようになることも報告されている 1則。しかし，産卵選好はこの傾向とは必

ずしも一致しないという 184，1幻，194)。終齢幼虫は，低温短日条件で踊休眠に入る

71) が，その覚醒には 2か月の低温接触が必要で、ある 100)。休眠誘起時には，脳

の神経分泌細胞が何らかの役割を果していることが，組織学的研究から明らかに

されている 72~76 ， 78 ， 79) 。

アオムシコマユパチAp側 telesglo悦 6叩印sL. はモンシロチョウ幼虫期の重

要な天敵寄生蜂である。これについては多くの研究があり，その飼育法 17め，生

態一般 107，140，169) 日週活動，ほ場内分布など 51，109，111，123 ，124， 169) 発育，成虫

，128，147，173) 寄
の寿命，寄生行動，産卵，配偶行動など

生を受けたモンシロチョウ幼虫の生理的反応 56，58，61，62)などについて，多岐にわ

たっての知見がある。踊期における重要な天敵寄生蜂であるアオムシコパチ

PterorYlftl包spupαru，m L.についても研究され 126，146) その寄生性について知見

が得られている。

モンシロチョウ踊体色の発現 17，54， 55 ， 92 ， 153~155) 感覚生理 1 ， 83~91 ，93 ， 94，96， 

，101，125，143， 145，182， 204~206) などのほか，幾つかの生理学的研究 'L."!o';;I.J'....' ， ~VV ， .J，V.J.， 

結果も報告されている。人工飼育についての研究も行われ 70，171) 飼育法が考案

され，研究に利用されている。

防除については，薬剤防除を中心に多数の研究が行われている。薬剤防除につ

いては各種殺虫剤の効果，施用方法などの知見が多数得られている 13~
21 ，34 ~38 ， 44 ， 45 ， 50 ， 52 ， 98 ， 133へ-135，142，145，156 ~163 ， 174 ~176) Lアブラナ科野菜における

本種の発生加害は恒常的にみられるが，中でもキャベツ，カリフラワーなどの被

133，134) 
害は激しいものがあり，その防除は極めて重要である も微生物農薬として

のBacillusthuringiensis製剤(BT剤)の効果などについても検討され 9，21，139，

166，167 ，178 ~180) 有効なことが明らかにされている 168 ， 202) 。本種に対する天敵

微生物 20) とその利用に関しては，穎粒病ウイルス 4~7 ，49)及び細胞質多角体病

ウイルス 8)について研究が行われている。穎粒病ウイルスについては，ほ場での

防除効果が検討され，有効なことが知られている。

130-



文献

1) AnACHI， R and T. KUSANO Effects of pH and temperature on the 

respose of the tarsal chemoreceptors and proboseis extending time 

for sugars and salt in the cabbage butterfly， Pie?・isγαμecrruci一

世oraBOISDUVAL， J. Fac Agric. Totto門 Univ.，6， p.9 -14 

(1971) 

2) 会田重道:チョウの季節型とその決定要因，生物科学， 15， p.163-

167 (1963) 

3) 赤平麓郎・藤田謙三:モンシロチョウに対するエンドリンの防除効果，北

日本農薬研報， 4， p.27ー 28(1955) 

4) 阿久津喜作:昆虫ウイルスによるヨトウガ・モンシロチョウの防除，農業

技術， 20， p. 286ー 287(1965) 

5) A限JTSU，K. The use of vi ruses for control of cabbage armyworm， 
Mαmest叩 br・αss~cαe and common cabbageworm， Pieパsrapae cruci-

vo叩 ， Proceding of the Toiut U. S. -J apan Seminar Microbial 

Control of Insect Pests， Fukuoka， (1967) 
6) 阿久津喜作:穎粒病ウイルスによるモンシロチョウ幼虫の防除，応動昆，

15， p.56 -62 (1971) 

7)阿久津喜作:天敵ウイルスによる野菜害虫の防除，植物防疫， 26， p.19-

23 (1972) 

8) 阿久津喜作:ヨトウガの細胞質多角病について，応動昆， 19， p. 57 -58 

(1975) 

9) 浅野昌司・榊原啓高・北垣忠温・中村后代校-松下洋子 Baclls

tliJ前向giensis製剤 "Thuricide"をもちいたそ菜害虫の防除試験，応動

昆， 17， p.91 -96 (1973) 

10) 遠藤和衛:読菜の害虫(第 1講)，北農， 19， p.333 -336 (1952) 

11) 円城寺定男:秋そさいの病害虫防除，植物防疫， 8， p.348 -357 

(1954) 

12) 福島正三-梶田泰司:モンシロチョウ幼虫およびさなぎの酸素消費量，体

4
a
A
 

9
0
 

唱
EE-



内水分量ならびに脂肪量の季節的変化，関西病虫研報， 4， p.ll-20 

(1962) 

13) 船迫勝男・伊藤春男:カンラン害虫に対するパプチオンLG-70，エルサ

ンL-50の地上微量散布 (2) パプチオンLG-70，エルサン L-50 

の効果，北日本病虫研報， 24， p. 82 (1973) 

14) 船迫勝男ー伊藤春男:カンラン害虫に対する地上微量散布 (2)トラクタマ

ウント型微量散布機による散布薬剤の効果，北日本病虫研報， 25， p.71 

(1974) 

15) 船迫勝男・長田 茂・伊藤春男:カンランおよびダイコン害虫に対する地

上微量および粒剤散布 (2)トラクターマウント型粒剤および微量散布機に

よる薬剤の効果，北日本病虫研報， 26， p.76 (1975) 

16) 船迫勝男・城所隆:水稲および野菜害虫に対する微粒剤F試験機の性能

ならびに実用化試験 (2)多口噴頭付背負動力散粒機利用による水稲初期害

虫とカンラン害虫に対する防除効果，北日本病虫研報， 27， p.97 (1976) 

17) 古出敏子:モンシロチョウ踊の色と環境，新昆虫， 12 (4)， p.28 -29 

(1959) 

18) 合田昌義・酒井清六 DDVP，Endrin混合剤の連用作用とそ菜害虫に対

する殺虫効果について，関東病虫研報， 13， p. 104-105 (1966) 

19) 五味美知男:非塩素剤による高原キャベツの害虫防除，今月の農薬， 15 

(7)， p.76ー 79(1971) 

20) 福原敏彦・阿久津喜作・渡辺 仁:日本産昆虫のウイルス病について，植

物防疫， 20， p.543 -546 (1966) 

21) 萩谷俊一・佐藤保明 BT剤のカンラン害虫に対するスケジュール散布効

果，関東病虫研報， 21， p.112 -113 (1974) 

22) 長谷川 勉:秋田県下に於ける疏菜害虫発生相に関する調査第 1報秋

甘藍の害虫相について，北日本病虫研報， 6， p.106 -107 (1955) 

23) 日高敏隆:モンシロチョウの踊色決定要因の研究史，実験形態学， 13， 

p.1 -12 (1959) 

24) 日高敏隆・岡田益吉:走査電顕観察によるモンシロチョウ鱗粉の性差，動

雑， 79， p.181 -184 (1970) 

132-



25) 平田貞雄:キャベツ畑におけるモンシロチョウとオオワイキンモンウワパ

個体群の動態(予報)，弘前大教紀， 3， p.17ー 28(1958) 

26) 平田貞雄:キマベツ畑における主要りんし目害虫の個体群動態の比較研究

1. モンシロチョウ，タマナギンウワパおよびヨトウガの産卵数の季節的

変動，応動昆， 6， p.8 -14 (1962) 

27) 平田貞雄:キャベツ畑における主要りんし目害虫の個体群動態の比較研究

2. モンシロチョウ，タマナギンウワバおよびヨトウガのキマベツ株内で

の産卵部位，応動昆， 6， p.200 -207 (1962) 

28) 平田貞雄:キャベツ畑における主要りんし自害虫の個体群動態の比較研究

第 3報 モンシロチョウ，タマナギンウワパおよびヨトウガの卵，幼虫お

よびさなぎ個体群の時期的推移，応動昆， 7， p.7 -13 (1963) 

29) 平田貞雄:モンシロチョウ，タマナギンウワパおよびヨトウガの野外幼虫

の頭幅(予報)，弘前大教紀， 11， p.l1 -22 (1963) 

30) 平田貞雄・福士潔・三上昭美・高屋敷富士夫・山内 隆:モンシロチョ

ウ幼虫の頭幅の成長とその変異，応動昆， 11， p.1 -8 (1967) 

31)平田貞雄:キャベツ株内でのモンシロチョウ，ヨトウガおよびタマナギン

ウワパの幼虫と踊の葉位別分布，応動昆， 11， p.107 -113 (1967) 

32)堀切正俊・小芦健良:鹿児島県におけるキマベツの病害虫について 第2

報 害虫の種類と発生消長，九病虫研会報， 19， p.105 -108 (1973) 

33) 堀切正俊:鹿児島県におけるキャベツの病害虫 第 3報 モンシロチョウ

幼虫の生存率，九病虫研会報， 20， p.31 -32 (1974) 

34) 堀切正俊:野菜の害虫 モンシロチョウ，今月の農薬， 22， (4)， p.328 

-329 (1978) 

35) 保坂義行・鈴木安房:カンランのアオムシに対する粒剤の防除効果，関東

病虫研報， 16， p.121 -122 (1969) 

36) 五十嵐良造・伊藤春男:アンチオ 36乳剤のカンラン害虫に対する作用機作，

北日本病虫研報， 21， p.48 (1970) 

37) 石井象二郎:モンシロチョウ及びキンウワバの 1種に対する DDTの効果

の1944年と 1953年との比較，植物防疫， 9， p.35 (1955) 

38) 石井卓爾・北村憲二・尾添正雄・越野博幸:カンラン害虫に対するシュア

-133 



サイド乳剤の効果，島根病虫研報， 4， p.5 -9 (1971) 

39) 石井悌:競菜の重要害虫(1J，農及園， 13， p.1237 -1244 (1938) 

40) 石井悌:春から夏にかけての読菜の害虫，新見虫， 1 (2)， p.2 -4 

(1948) 

41)石井悌:害虫の越冬，植物防疫， 11， p.33 (1957) 

42) 石井悌:モンシロチョウ，植物防疫， 11， p.138 (1957) 

43) 石渡繁胤:モンシロテフ幼虫の雌雄鑑別，応動， 2， p.300 -303 

(1930) 

44) 伊藤春男・船迫勝男:カンラン害虫に対するディプテレックスの効果，北

日本病虫研報， 23， p.126 (1972) 

45) 伊藤高明・斎藤哲夫:モンシロチョウおよびトピイロウンカ卵に対する浸

透殺虫剤の殺卵作用，応動見， 17， p.41 -42 (1973) 

46) 伊藤嘉昭・宮下和喜・後藤 昭:モンシロチョウ個体群の自然、死亡率およ

び死亡原因について，応動昆， 4， p.1 -10 (1960) 

47) 伊藤嘉昭-後藤 昭・宮下和喜:モンシロチョウの卵・幼虫個体群におけ

る空間的分布の変化とその原因，応動昆， 4， p.141 -145 (1960) 

48) 伊藤嘉昭・崎山正美・長田 勝:沖縄県に侵入したモンシロチョウの個体

群動態 n. 1年間の調査からみた個体群動態の特質，応動昆， 19， p. 

29 -34 (1975) 

49) 伊藤嘉昭・崎山正美:沖縄に侵入したモンシロチョウの個体群動態 皿.

アオムシサムライコマユバチおよび頼粒病ウイルスの導入結果，応動昆，

19， p.285 -289 (1975) 

50) 伊藤佳信:秋競菜害虫の薬剤防除，植物防疫， 10， p.433 -435 (1956) 

51) 甲斐重徳:南九州におけるアオムシコマユパチの寄生活動，新昆虫， 6 

(3)， p.27一28(1953) 

52) 加藤喜重郎:愛知県における葉菜類の病害虫と防除，植物防疫， 23， p. 

271 -274 (1969) 

53) 勝叉要:羅葡，疏菜の害虫防除に就て，病虫雑， 27， p.484 -488 

(1940) 

54) 河合 孝・草野忠治:モンシロチョウの踊体色に及ぼす要因について，日

-134-



本昆虫学会中国支部会報， 1， p.1 -2 (1961) 

55) 河合 孝・草野忠治:モンシロチョンの踊体色の発現に関与する環境因子

第 1報 2， 3の緑葉および揮発性物質の効果，昆虫， 37， p.172 

178 (1969) 

56) 北野日出男:アオムシコマユパチの寄生をうけたモンシロチョウ幼虫体液

内にみられる巨細胞の起源，動雑， 71， p.262 -263 (1962) 

57) 村野日出男:アオムシコマユパチAp品先tlesglomerat制 L.の寄生をうけ

たモンシロチョウ幼虫Pierisγopaecruc向。叩 BOIsmNL体液内にみられ

る巨細胞の起源 Il. 巨細胞の起源の決定とその生物学的意義，動雑， 74， 

p. 192-197 (1964) 

58) 北野日出男:10種の人為的寄主体内におけるアオムシコマユパチの発育状

態，応動昆， 12， p.95 -97 (1968) 

59) KITANO， H. On the total hemocyte counts of the larva of the 

common cabbage butterfly， Pierisγιpae crucivora BOISDUVAL 

(Lepidoptera Pieridae) wi th reference to the parasi tization 

of Ap仰 telesglomeratus L. (Hymenoptera Braconidae l， Ko川氏

37， p.320 -326 (1969) 

60) 北野日出男:アオムシコマユパチの配偶行動に関する研究一雄の交尾行動

解発因についてー(講要)，動雑， 83， p.433 (1974) 

61) KITANO， H. Effects of parasitization of braconidAp仰 teles，on 

the blood of its host， Pieγis， J. Insect Physiol.， 20， p.315-

327 (1974) 

62) 北野日出男:アオムシコマユバチの配偶行動に関する研究 Il.配偶行動

時における雄の麹の役割および交尾行動解発因について，昆虫， 43， p. 

513 -521 (1975) 

63) 小林四郎:キャベツ畑におけるモンシロチョウ卵の分布様式とその集中傾

向に関する要因について，日生態会誌， 10， p.154 -160 (1960) 

64) 小林四郎:キャベツ畑におけるモンシロチョウ幼虫の分布様式の時間的変

化とその機構，日生態会誌， 10， p.233 -238 (1960) 

65) 小林四郎:不規則に植えられたキャベツ苗床におけるモンシロチョウ卵の

FKU 

9
0
 

噌

E
ム



分布，日生態会誌， 11， p.165 -166 (1961) 

66) 小林四郎:キャベツ株内におけるモンシロチョウの葉位別分布，日生態会

誌， 13， p.226ー230(1963) 

67) 小林四郎:モンシロチョウの産卵部位に及ぼす成虫密度の影響，日生態会

誌， 15， p.35 -38 (1965) 

68) KOBAYASHI， S. Influence of parental density on the distribution 

pattern of eggs in corrunon cabbage butterfly， Pier・~s 叩pαe cruc~一

世O叩 ，Res.P07JUl. Ecol.， 7， p.109 -117 (1965) 

69) 小島建一・永江l祐治・石塚忠克・椎野明雄 :DDTの抵抗性から見たモン

シロチョウとヨトウガの幼虫における DDTの浸透と代謝，防虫科学，

23， p.12 -22 (1958) 

70) KONO， Y. Rearing PieγtS叩仰ecruc向。叩 BOISDUVALon artifical 

diets，Appl. Ent. Zool.， 3， p.96 -98 (1968) 

71) 臨む， Y. Photoperiodic induction of.diapause in P白川srapae 

cruc向。γαBOISDUVAL(Lepidoptera P ieridae )， Appl. Ent. Zool.， 

5， p.213ー 224(1970) 

72) 河野義明:モンシロチョウの休眠誘起時における脳ー側心体系の微細構造

I.脳の一般的構造，応動昆， 15， p.228 -239 (1971) 

73) 河野義明・小林正彦:モンシロチョウの休眠誘起時における脳 側心体系

の微細構造 ll. 脳の神経分泌細胞の種類，応動昆， 16， p.24-31 

(1972) 

74) 河野義明:モンシロチョウの休眠誘起時における脳一側心体系の微細構造

ill. 神経分泌細胞の軸索と倶u心体，応動昆， 16， p . 59 -66 (1972) 

75) 河野義明:モンシロチョウの休眠誘起時における脳 側心体系の微細構造

N. 脳側方部W型神経分泌細胞の変化，応動昆， 17， p.84 -90 (1973) 

76) 河野義明:モンシロチョウ移植脳の光周期感受性と E型神経分泌細胞の変

化，応動昆， 17， p.203ー209(1973) 

77) lG)NO， Y. Difference of cuticular surface between diapause and 

non-diapause pupae of Pierisγαpαe cγ叫c~官。γa ， Appl. Ent. Zool.， 
8， p.50 -52 (1973) 

-136一



78) KONO， Y. Light and electron microscopic studies on the neurose-

crectory control of diapause incidence in Pieris叩仰ecruCtVO叩，

J.Iπsect P九百siol.，19， p.255 -272 (1973) 

79) KONO， Y. Daily changes of neurosecretory type-n cell structure 

of P白川slarva巴 entraincdby short and long days， J. Insect 

Physiol.， 21， p.249 -264 (1975) 

80) 黒木功令:キャベツ害虫の発生予察方法に関する研究(第 1報)山口農試

園場における主要害虫の発生消長，近畿中国農研， 48， p.60 -63 

(1974) 

81)黒木功令:野菜病害虫の発生予察 モンシロチョウ，今月の農薬， 9 (7)， 

p.40 -45 (1975) 

82) 草野まり・北野日出男:モンシロチョウ幼虫の被寄生・未寄生状態を区別

するアオムシコマユパチの能力について，昆虫， 42， p.358 -364 

(1974) 

83) Kus必の， T. Sex difference in the sensitivity of the tarsal 

chemoreceptors of the cabbage butterfly (Pie門 S 叩 paecrucivo叩)

to some sugars， Trans. TOtt01・iSoc. Agγic. Sci.， 15， p.16ー 24

(1963) 

84) KUSANO， T. Sensitivity of each tarsus of the cabbage butterfly 

(Pieris r，αpae c叩C向。叩)and honey bee (Apis mell ife加 LINN.) 

to sucrose， Tγαns Totto1・iSoc Ag1・ic.Sci.， 17， p.27 -30 

p.27 -30 (1964) 

85) 草野忠治:モンシロチョウ酎節化学受容器に対する陽イオンの刺激効力，

応動昆中国支会報， 7， p.16 -18 (1965) 

86) Kus必む， T. Stimulating effectiveness of cations and anions 

on the tarsal chemereceptors of the cabbage butterfly (PieγtS 

m炉 ec叩C向。叩)， Tγ仰 s.Tottori Soc Agric. Sci.， 18， p.1-

22 (1965) 

87) KUSANO， T. Stimulating action of sucrose and sodium chlorids 

and summation of stimuli by these compounds on the t乱rsal

勾

dq
d
 

唱

i



chemoreceptors of the cabbage butterfly (Pieris叩 仰ec叩 C向。-

ra)， KontyU， 35， p.25 -30 (1967) 

88) KUSANO， T. The sensitivities of the tarsal chemoreceptors 

of various species of butterflies to sucrose and sodium chlo-

ride，品叫が， 36， p.46ー 53(1968) 

89) Kus釧 0，T. Influence of several insecticides on the sensitivi-

ties of the tarsal chemoreceptors of the cabbage butterfly 

( Pieris叩 paec叩 civora)to sucrose and sodium chloride， 

Toγ品川 .Tottoγi Soc. Ag1・ic.Sci.， 21， p.24 -38 (1969) 

90) Ku仙の， T. and Ii AnACHI Relation between proboscis extend-

ing time and ingested amount of sugars， and the regulation of 
sucking of sucrose in the white.cabbage butterfly， Pieパsrapae 

cruc何oraBOISDUVAL (Lepidoptera Pieridae)， Appl. E叫 .Zool.， 

4， p.161 -170 (1969) 

91) KuSANO， T. and Ii AnACHI Proboscis extending time on distilled 

water， sugars and salts and their nutritive value in the cabbage 
butterfly (Pie行 8 叩paecruc向。叩)， Kont前， 37， p.427 -436 

(1969) 

92) 草野忠治・河合 孝:モンシロチョウの踊体色と環境 (ll)光線，温度の影

響の季節的変異，昆虫， 39， p.378 -385 (1971) 

93) 草野忠治・佐藤英文:モンシロチョウ鮒節化学容器の糖類に対する感受性，

応動昆中国支会報， 14， p.23 -25 (1972) 

94) 草野忠治-佐藤英文:リン麹目成虫の口吻の伸展・捲縮機構について，応

動見中国支会報， 15， p.ll -14 (1973) 

95) 草野忠治・西出孝司:モンシロチョウ中腸における糖分解酵素，応動見中

国支会報， 17， p.1 -3 (1975) 

96) 草野忠治・佐藤英文・新井淳一:モンシロチョウの 2，3の糖に対する過

飲症，応動昆中国支会報， 17， p.30 -32 (1975) 

97) 盈JSANO，T. and K. NISHIDE Digestion and utilization of carbohy-

drates in the cabbage butterfly， Pieパsr叩αecruc向。叩BoISDlWAL，

138一



Ko叫五， 46， p.302 -311 (1978) 

98) 前川定文・安井通宏:アオムシ・コナガ・ヨトウムシに対するスバノンの

効果，今月の農薬， 15 (8)， p.60 -63 (1971) 

99) 前木孝道:四国産の PierisrapaeとPierismannii，動雑， 67， p.60 

(1958) 

100) ~AKI ， S. on the pupal diapause of Pierae叩 .paeL.， wi th spe-
cial reference to the effect of ternperature on its elirnination， 
Jαp.J.Appl.Zool.， 20， p.98ー 104(1955) 

101)松本義明:モンシロチョウの生理・生態に関すを研究 第 1報成虫の温

度反応、，農学研究， 43， p.153 -159 (1955) 

102) 松沢 寛・岡本秀俊:野外に於けるモンシロチョウの産卵並びに棲息様相

に就いて(疏菜害虫の生態学的研究 第 1‘2報)，応用昆虫， 7， p. 

111 -116 (1951) 

103) 松沢 寛:冬季に於けるモンシロチョウの産卵並びに棲息様相 疏菜害虫

の生態学的研究第 3報，応用昆虫， 8， p.56 -58 (1952) 

104) 松沢 寛・岡本秀俊・金丸誠二:大発生期に於けるキャベツ畑のモンシロ

チョウの棲息様相(j競菜害虫の生態学的研究 第 4報)，応用昆虫， 9， 

p.73一76(1953) 

105) 松沢 寛:モンシロチョウの圃場内分布，個体群生態研， 2， p.106-

111 (1953) 

106) 松沢 寛:モンシロチョウの季節的消長，応用昆虫， 9， p.142ー 144

(1954) 

107) 松沢 寛:アオムシコマユバチの寄生活動に関する研究 1. アオムシコ

マユパチの生態一般，香川農大学報， 7， p.60 -66 (1955) 

108) 松沢 寛・宮本裕三:アオムシコマユパチの発育ならびに成虫の寿命につ

いて(アオムシコマユパチの寄生活動に関する研究 第 3報)応動， 20， 

p.129 -132 (1955) 

109) MATSUZAWA， H.， Y. MIYAMOTO and H. 0臥 MOTO Investigations on 

the parasitic activities of Apanteles glomera何 s ll. on the parasi-

tic activities of Apanteles glome1勺 tusat the low lying land of 

139-



Kagawa profecture， Tec九.Bull. K，αgαwιAgric. Coll.， 7 p.144-

147 (1956) 

110) 松沢 寛・野崎伸夫:アオムシコマユバチの寄生活動に関する研究 礼

糖液の濃度と成虫の寿命，昆虫， 24， p.192 -196 (1956) 

111) 松沢 寛:アオムシコマユバチの寄生活動に関する研究 m 圃場内活動

の実態について，香川農大学報， i， p.148 -152 (1956) 

112) 松沢 寛・宮本裕三・岡本秀俊:アオムシコマユパチの寄生活動に関する

研究 W.産卵能力について，香川農大学報， 7， p.249ー 252(1956) 

113) 松沢 寛・野崎伸夫:アオムシコマユパチの寄生活動に関する研究 XlV.

被寄生寄主の撰食活動，香川大農学報， 8， p.121 -123 (1956) 

114) 松沢 寛:アオムシコマユパチの寄生活動に関する研究 XV. 被寄生寄

主の頭巾並びに寄生蜂脱出後の寿命について，香川大農学報， 8， p.124-

128 (1956) 

115) 松沢 寛・甲斐重徳:アオムシコマユパチの寄生活動に関する研究 XVI. 

成虫の性比について，香川大農学報， 8， p.129ー 132(1956) 

116) 松沢 寛・岡本秀俊・野崎伸夫;アオムシコマユパチ成虫の温度反応なら

びに温度における寿命について，応動， 21， p.199 -202 (1956) 

117) 松沢 寛・岡本秀俊・宮本裕三:アオムシコマユバチの産卵回数の増加が

寄主モンシロチョウ並びに寄生蜂自体に及ぼす諸影響(第 1部 寄主に及

ぼす影響)，応用昆虫， 12， p.211 -216 (1956) 

118) 松沢 寛:アオムシコマユパチの産卵回数と寄主モンシロチョウ体内の寄

生数増加，科学， 26， p.637 -638 (1956) 

119) 松沢 寛・岡本秀俊・宮本裕三:アオムシコ "7:::Lパチの産卵回数の増加が

寄主モンシロチョウならびに寄生蜂自体に及ぼす諸影響 ll. 寄生蜂自体

に及ぼす影響，応動昆， 1， p.131 -134 (1957) 

120) 松沢 寛・岡本秀俊・宮本裕三:モンシロチョウ及びアオムシコマユパチ

の温度発育実験成績に対する P貼 DHAM式の通用，見虫， 25， p.89 -93 

(1957) 

121) 松沢 寛・岡本秀俊:アオムシコマユバチの寄生体内に於ける密度とそれ

から羽化した成虫の大きさと生存日数，防虫科学， 22， p.165 -168 

140 



(1957) 

122) 松沢 寛:アオムシコマユパチの生態，香川大農紀， 3， p.1 -125 

(1958) 

123) MATSUZAWA， H. Distribution of the lauae of Apanteles glome叩ー

tus on the host， Pie門 sra.仰 ec叩 C向。γαinthe field， KontyU， 

36， p.39 -45 (1968) 

124) 松沢 寛・久保昌三・キャベツ畑のモンシロチョウ幼虫体内におけるアオ

ムシコマユパチ幼虫の分布，香川大農学報， 20， p.108 -111 (1969) 

125) 松沢 寛:モンシロチョウの幼虫，前ょうおよびさなぎの体液蛋白のディ

スク電気泳動，香川大農学報， 21， p.50ー54(1970) 

126) MATSUZAWA， H. and R. NOGAMI S tudies on the pupal parasi tes of 

the conunon cabbage butterfly， Pier・tSγap品ecr叫Ct官。γαBOISDUVAL

and their parasitic activity (1)， Tech. Bull. F，αc. Agγic. kag品切品

Uni世.， 24， p.177 -183 (1973) 

127) 三浦 正:モンシロチョウ踊の体重減少について，島根農大研報 5，

p.49 -51 (1957) 

128) 宮本裕三・松沢 寛・岡本秀俊:アオムシコマユパチの寄生活動に関する

研究 x.アオムシコマユバチとモンシロチョウ幼虫の被寄生令，生理生

態， 7， p.45 -53 (1956) 

129) 宮下和喜・伊藤嘉昭・後藤 昭:モンシロチョウの卵および幼虫個体群の

消長とそれに影響する 2，3の因子について，応用昆虫， 12， p.50-

55 (1956) 

130) 三好諒子:モンシロチョウ成虫集団の構成(講要)，動雑 67， p.5 

(1958) 

131) 三好諒子:モンシロチョウ成虫集団の構成 田(講要)，動雑， 68， p. 

94 (1959) 

132) 森本尚武:モンシロチョウの幼虫密度が発育に及ぼす影響について，応動

昆， 4， p.153 -158 (1960) 

133) 村上正雄・渡辺耕造・鈴木計司:カリフラワーを加害する害虫の防除につ

いて，関東病虫研報， 20， p.119 (1973) 

-141-



134) 村上正雄・鈴木計司:カンランを加害する害虫の防除について，関東病虫

研報， 20， p.120 (1973) 

135) 永沢 実・阿久津喜作・堀江典昭:そ菜害虫に対する DDVPの効果，関

東病虫研報， 8， p.55 (1961) 

136) 長沢純夫:モンシロチョウの幼虫期における頭部の成長について 殺虫剤

の生物試験用昆虫の飼育に関する諸問題 第4報，防虫科学， 18， p.44-

51 (1953) 

137) 長沢純夫:モンシロチョウの幼虫齢期間における頭部の成長について 殺

虫剤の生物試験用昆虫の飼育にかんする諸問題 第8報，防虫科学 20，

p.70ー 72(1955) 

138) 長沢純夫:モンシロチョウの発育所要日数と食飼植物ならびに幼虫齢期間

における頭幅の成長について 殺虫剤の生物試験用見虫の飼育にかんする

諸問題第10報，応用昆虫， 11， p.163 -167 (1955) 

139) 長沢純夫・浅野昌司・関さなえ Bacill倒的叫行犯giensis製剤のモンシ

ロチョウ幼虫に対するほ場試験解析，応動昆， 19， p.112 -114 (1975) 

140) 長島基隆:青虫小繭蜂の生態に就いて，応動， 5， p.17 -25 (1933) 

141)長田 勝・伊藤嘉昭:沖縄県に侵入したモンシロチョウの個体群動態 I. 

冬世代および春世代，応動昆， 18， p.65一72(1972) 

142) 馴松市郎兵衛:大根，菜類の害虫と防除，農及園， 26， p.186 -190 

(1951) 

143) NISHIDA， K. and T. Kus必需) Carbohydrases of the digestive tract 

of the larvae of cabbage butterfly， Pieris叩 paec叩 C印0叩 BOISDU-

vι J. Fac Agric. Tottoパ Uni久， 11， p.12 -22 (1976) 

144) 商出孝司・草野忠治:モンシロチョウ幼虫の消化管の炭水化物分解酵素，

応動昆中国支会報， 18， p.26 -28 (1976) 

145) 西川佳範・佐古邦男:野菜病害虫防除におけるスプリンクラの利用 薬液

の葉面付着量とノズル仰角の関係および 3種類の害虫防除効果について，

和歌山農試研報， 5， p.20 -25 (1975) 

146) NOGAMI， R. and H. MATSUZAWA Studies on the pupal parasites of 

the conunon cabbage butterfly， Pie行 S叩仰ec叩 C向。叩 BOISDlNAL

142ー



and their parasitic activity (ll)， Tech. Bull. Fac. Agric. KJαga一
切αUη印.， 24， p.185 -190 (1973) 

147)小原 操・北野日出男:アオムシコマユパチの配偶行動に関する研究 1. 

雄の "wingvibration n 解発因に関する実験的研究，昆虫， 42， p.208-

214 (1974) 

148) 小原嘉明:モンシロチョウの配偶行動に関する研究，動雑， 72， p.368 

(1963) 

149) 小原嘉明・日高敏隆:モンシロチョウの配偶行動(1)探雌飛朔に対する静

止雄の fluttelerresponse，動雑， 73， p.131 -135 (1964) 

150) 小原嘉明:モンシロチョウの配偶行動 (ll)雌の尽交尾拒否姿勢動雑，

73， p.165 -174 (1964) 

151)小原嘉明:モンシロチョウの行動とその神経基盤，科学， 45， p.205-

211 (1975) 

152) 大口 修:モンシロチョウ Pieγis叩釦ecruc仰oraBOISDlNALの活動性

に対する飛朔剥奪の影響，昆虫， 45， p.143 -151 (1977) 

153) 岡本秀俊:モンシロチョウの踊色決定に関する研究(1)，生理生態， 9， 

p.84 -89 (1960) 

154) OHTAKI， T. : H町noralcontrol of pupal coloration in the cabbage 

white butterfly， Pieγis叩 paecrucivor，α，A叩 ot Zool J叩.，

33， p.97 -103 (1960) 

155) OHTAKI， T. Further studies on the developrnent of pupal colo-

ration in the cabbage white butterfly， Pie門 sr，叩 αecrucivora， 
A悦冗ot.Zool.JαP.，36， p.78 -82 (1963) 

156) UHTAKI， T. et al. Pigrnents in the pupal integurnents of two 

colour types of cabbage white butterfly， Pieγis ra仰 ecrucivo叩，
J. Ins P九百siol.，13， p.1569 -1574 (1967) 

157) 大森秀雄・大矢剛毅:ミスト機による害虫防除試験について，北日本農薬

研報， 5， p.71ー 72(1956) 

158) 大森秀雄・大矢剛毅:甘藍害虫に対する新殺虫剤の効果，北日本農薬研報，

6， p.75ー 76(1957) 

-143一



159) 大内 実・鈴木幹男:モンシロチョウ幼虫に対する各種薬剤の効果につい

て，茨大農学報， 6， p.35 -38 (1958) 

160) 大内誠一・泉 正則・遠山勝雄・日野義一:水稲および野菜害虫に対する

微粒剤F試験機の性能ならびに実用化試験(1)多口噴頭付背負動力散粒機

の性能，北日本病虫研報， 27， p.96 (1976) 

161) 大矢剛毅・大森秀雄:甘藍害虫に対するエンドリンの効果，北日本農薬研

報， 4， p.26 -27 (1955) 

162) 大矢剛毅:新塩素剤WL1650の甘藍害虫に対する効果と鯉稚魚に対する毒

性について，北日本病虫研報， 9， p.142 -145 (1958) 

163) 尾崎幸三郎:野菜の鱗麹目害虫の生態と防除 (3)，農及園， 50， p.1269ー

1273 

164) 李 康釆:ソウル近郊のキャベツ畑に生息するモンシロチョウ幼虫体内に

おけるアオムシコマユパチ幼虫の分布，応動昆， 12， p.220一221

(1968) 

165) 斎藤和夫:モンキチョウの雌雄型，科学， 22， p.477 -478 (1952) 

166) 佐野利男・深沢永光:野菜害虫に対する BT剤Bacill制的uringieusis

の殺虫効果，静岡農試研報， 18， p.38 -46 (1972) 

167) 佐野利男・深沢永光B.T. endotoxin殺虫剤によるカンラン害虫の防除

効果，関東病虫研報， 19， p.104 (1972) 

168) 佐野利男:害虫防除剤としての病原性細菌・糸状菌の利用，植物防疫，

28， p.197 -201 (1974) 

169) 笹川満広・杉本 毅・渡辺弘司:モンシロチョウ幼虫と寄生蜂アオムシコ

マユバチの空間的関係について，京都府大学報，農学， 19， p.37 -41 

(1967) 

170) SATO， H. and T. KuSANO Some notes on the mechanism of probos-

cis extension in the cabbage 'butterfly， Pieris rapae cruc何ora

BorSDUVAL， J. Fac. Agric. Tottori Univ.， 9， p.15ー 19(1974) 

171) 佐藤芳文:人工飼料によるモンシロチョウ幼虫の飼育，昆虫， 42， p. 

467 -472 (1974) 

172) 佐藤芳文:人工飼料飼育モンシロチョウ幼虫によるアオムシコマユパチの

144一



飼育，昆虫， 43， p.242 -249 (1975) 

173) SATO， Y. Experimental studies on parasitization by A:仰 .nteles

glome叩 tusL. 1. Parasitization to different species on genus 

P白川町 A仰 l.Ent.Zool.，11， p.165-175 (1976) 

174) 白浜賢一:そ菜栽培の省力化と病害虫，植物防疫， 17， p.287 -288 

(1963) 

175) 白浜賢一:ワサビの病害虫とその防ぎ方，今月の農薬， 11， (4)， p.70-

71 (1967) 

176) 白浜賢一:ランネートの使用上の注意，今月の農薬， 15 (6)， 0.63ー

65 (1971) 

177) 菅原寛夫・大森秀雄・大矢剛毅:各種殺虫剤の散布が甘藍害虫相に及ぼす

影響について，北日本病虫研報， 2， p.63 -65 (1951) 

178) 杉浦哲也・上住 泰・浅田幸男・小田道宏:生物的防除法に関する研究

第3報数種Bacill別製剤の害虫防除試験，関西病虫研報， 14， p. 

126 -127 (1972) 

179) 杉浦哲也・上住 泰・中西喜徳・浅田幸男:生物的防除法に関する研究

(第 4報 Bacill?J，s 製剤の野菜害虫への試みとその残効について，関

西病虫研報， 15， p.144 (1973) 

180) 杉浦哲也 Bt製剤のキャベツ畑土壌動物相におよぼす影響，関西病虫研

報， 17， p.42 -43 (1975) 

181) SUZUKI， Y.， A. NAKANISHI， a SHlMA， O. YATA組 dT. SAIGUSA : 

Mating behaviour of four Japanese species of the genus Pier・is

(Lepidoptera， pieridae)， Kont同， 45， p.300 -313 (1977) 

182) 高田路子・北野日出男:モンシロチョウ Pieris叩 paecruc~vo叩 Boi-

sduval 幼虫の血球に関する研究ーとくに血球の分類および異物に対する

捕食ならびに被包化作用についてー，昆虫， 39， p.385 -394 (1971) 

183) 高田亘啓:モンシロチョウ幼虫の食物選好(モンシロチョウの寄主選好に

関する研究第 1報)，生理生態， 7， p.39 -44 (1956) 

184) 高田亘啓・石田 裕:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 第2報

モンシロチョウの産卵選好，日生態会誌， 7， p.56 -58 (1957) 

-145-



185) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 第 3報 モンシロチ

ョウの食物選好の機構について (1)，日生態会誌， 7， p.117 -119 

(1957) 

186) 高田亘啓・国枝鉱造:モンシロチョウの細菌性黒腐病，科学， 27， p. 

306 -307 (1957) 

187) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 N. モンシロチョウ

幼虫の食物選好と寄主植物の分布量，動雑， 68， p.187 -192 (1959) 

188) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 V. モンシロチョウ

幼虫の食物選好と産地，生理生態， 8， p.95 -102 (1959) 

189) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 礼特定餌による累

代飼育と幼虫の食物選好(予報)，日生態会誌， 9， p.224 -227 

(1959) 

190) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 U モンシロチョウ

幼虫の食物選好と産地n，動雑， 70， p.155 -159 (1961) 

191)高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 咽 モンシロチョウ

幼虫の食物選好と産地ill. 動雑， 70， p.196 -201 (1961) 

192) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 K 幼虫の食物選好

と寄主植物の分布量 n，動雑， 70， p.207一211(1961) 

193) TAKADA， N. Studies on the host preference of common cabbage 

butterfly， Pieris叩 paecrucω。叩 BOISDUVAL氾.Continued studies 

on the oviposition preference of adult butterflies (2)， JαP. J. 
Ecol.， 11， p.124-133 (1961) 

194) TAKADA， N. Studies on the host preference of common cabbage 

butterfly， P白川S 叩仰ecruc印oraBOISDUVAL xn. Successive rear-

ing of the cabbage butterfly larva with certain host pants and 

its effect on the oviposition preference of the adult， JιP. J. 
Ecol.， 11， p.147 -154 (1961) 

195) 高田亘啓:モンシロチョウの寄主選好に関する研究 X皿.モンシロチョウ

の食物選好機構n，動雑， 70， p.294 -302 (1961) 

196) TAN瓜 A，M. On the embryonic moulting in the pierid butterfly， 

146ー



Pieris rapae crucivora BOISOOVAL， Kontyu， 37， p.423 -426 

(1969) 

197) 照屋林宏・外間数男:沖縄県におけるモンシロチョウの発生動向について，

九病虫研会報， 22， p.154 -159 (1976) 

198) 内田俊郎・河野達郎・渡辺昭二・吉田敏治:モンシロチョウの畑の中にお

ける分布様式 見虫の分布様式に関する研究 (1)，個体群生態研 1，

p. 49 -64 (1952) 

199) 仁野晴久:モンシロチョウ幼虫の頭幅による齢期の判定，応用昆虫， 8， 

p.59 -62 (1952) 

200) 上野晴久:モンシロチョウ幼虫の成長における個体変異，個体群生態研，

2， P.79 -84 (1953) 

201)上野晴久:モンシロチョウ幼虫頭巾の同一齢内における成長，応動， 19， 

p.167 -169 (1955) 

202) 上住 泰:や菜栽培における BT剤利用と今後の方向，農及園， 49， p. 

618 -622 (1974) 

203) 渡辺昭二:モンシロチョウの標識放虫試験，応動昆， 2， p.232 -233 

(1958) 

204) WATANABE， Ii First report of the microspordian infection of 

the cabbagewrom， Pieγ~sγαpαe crucivor・αinJ apan， Appl. Ent. 
Zool.， 9， p.133 -142 (1974) 

205) YAGI， N. On the effect of parabiosis upon the scale content of 

wings of each sex in Pieris叩 paec叩 C向。叩，Pγoc Jap. Acad.， 

30， p.498 -530 (1954) 

206) YAGI， N. and N. KoYAMA Studies on the compound eyes of Lepi-

dopteγι N. Res. Rep. F，αc. Text. Sericul. Shins伊tUniv.， 8， 

p.47 -51 (1958) 

207) YAGI， N. Two strains in Col ωs based on the cytophylogeny of 

androgenic sc乱les. in marginal band of the wings， Kontyu， 27， 

p.10 -17 (1959) 

208) 山下利輝:休耕田における野菜害虫(シポシュウム要旨)，北陸病虫研報，

147 -



20， p.104 -105 (1972) 

42. スジグロチョウ

スジグロチョウ Pieパ87mleselwdNdTRIFみは，ワサビ，ダイコンなどの害虫
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本種は，上述のように耐寒性がない。したがって，越冬地が限定されると同時に

越冬密度は低く，世代を重ねて秋季に多発するようになる。成虫は長距離を移動

する習性があり，越冬地以外では飛来成虫が発生源となっている。

本種の生態及び防除に関する報文は，大多数のものが，被害が問題とされるよ

うになった近年におけるものである。発生生態については，幼虫，踊の発育と温

度との関係が実験的に解析され10) 多発生をみている温暖無霜地帯における経過

習性，季節的発生消長が明らかにされている 4，8，11，13，14，16，17，19，22)。成虫の産卵

及び移動習性 6，11，13，14，22) 幼虫の摂食，加害習性 13，14，16，18) 寄主植物 13，14，

19)[こついての知見も得られている。被害については，房総半島のソラマメ 13，14)。

) ~_."'_ ==~..u"， 6，21，22) 
サヤエンドウ ノ並びに伊豆半島 ，和歌山県日高地方，高知県両岬地方

薩摩半島 17~19)などのサヤエンドウについての調査研究があり，被害実態，栽培

時期と発生加害との関係について知見がある。防除法については，各種薬剤の防

除効果，防除時期などが検討されている同11~13 ， 16 ， 18 ， 19 ， 21，そしかし，収穫期

に長期間にわたって発生加害し，幼虫は発育すると爽内に食入するので，薬剤防
8) 

除は概して困難であり，薬剤の反復散布が必要であるノ。最近，銀白色ポリフィ

ルムの利用によって成虫の飛来，産卵を忌避させ，被害の回避，軽減をねらった

生態的防除法が検討されている 2J)O本種の発生実態及び防除に関しては，最近

報文 4)があり，その大要を知ることができる。
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(双麹目〉

44. ハイジマハナアプ

ハイジマハナアブ、品仰叩sstrigatωFAL出は，タマネギの害虫で，幼虫が

鱗茎に食入加害する。北海道で，しばしばタマネギパェ Hylem抑仰tiquaMErG聞

及びタネパェHylemy<αplaturαMErGENとも混発し，加害する O 本種に関しては，

発生生態及び被害の概略が調査され，報告されている 1~4) 。
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